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書
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一
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調
査
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経
緯
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本
稿
で
は
、
平
成
十
九
年
度
に
京
都
女

子
大
学
図
書
館
が
購
入
し
た

「
山
城
国

久
世
郡
寺
田
村
文
書
」
の
調
査
成
果
と
し

て
、
本
文
書
群
の
調
査
経
緯
と
分
類
の

方
法
、
特
徴
を
紹
介
す
る
。
こ
の
文
書
群
は
、
本
学
が
購
入
し
た
時
点
で
、
主
要

部
分
を
占
め
る
久
世
郡
寺
田
村

(現
京
都
府

城
陽
市
寺
田
)
の
幕
府
領
に
関
係
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
じ
ま

る
文
書
の
他
に
、
同
郡
相
嶋
村

(現
京
都
府
久
世
郡
久
御
山
町
相
島
)
と
同
村
配

下
の
同
郡
観
阿
弥
村

(現
京
都
府
久
世
郡
久
御
山
町
)
、
同
郡
久
世
村

(現
京
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は　
ぜ

府
城
陽
市
久
世
)
、
相
楽
郡
吐
師
村

(現
京
都
府
木
津
川
市
吐
師
)
、
交
野
郡
甲

斐
田
村

(現
大
阪
府
枚
方
市
甲
斐
田
)
な
ど
、
少
な
く
と
も
五
箇
所
の
文
書
が
混

入
し
て
い
た
。

　
そ
の
た
め
、
可
能
な
限
り
こ
れ
ら
の
分
類
整
理
を
お
こ
な

い
、
個
々
の
文
書
群

の
原
状
復
元
を
試
み
た
。
し
か
し
、
一
部
の
史
料
に
つ
い
て
は
明
確
に
分
類
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
混
在
す
る

一
つ
の
文
書
群
と
し
て
目
録
化
し
た
こ
と

を
、
は
じ
め
に
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
文
書
群
は
、
一
般
の
古
書
市
場
か
ら
購
入
し
た
た
め
、
詳
細
な
伝
来
経
緯

は
不
明
で
あ
る
。
段
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
ら
れ
た
文
書
が
搬
入
さ
れ
た
際
の
説
明
で

は
、
①
久
世
郡
寺
田
村
の
文
書
約
五
〇
〇
点
で
あ
る
こ
と
、
②
古
い
も
の
で
は
寛

永
年
間

(
一
六
二
四
～

一
六
四
四
)
の
も

の
が
含
ま
れ
る
が
全
体
的
に
は
近
世
後

期
が
中
心
で
あ
り
、
一
部
近
代
の
も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と
、
③
寺
田
村
以
外
の
村

の
文
書
も
含
ま
れ
る
こ
と
、
④
当
初
の
保
存
箱
な
ど
は
な
く
、

一
括
関
係
の
括
り

紐
な
ど
も
な

い
状
態

で
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
古

い
文
書
を
探
す
た

め
、

一
紙
文
書
類
を
開
く
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
約
五
十
点
ほ
ど
が
比
較

的
古
い
年
代
の
文
書
と
し
て
、
あ
ら
た
に
紙
紐
で
括
ら
れ
て
い
た
。

　
そ
の
た
め
箱
内
の
現
状
は
、
伝
来
状
況

(原
状
)
を
正
確
に
示
す
も
の
と
は
考

え
ら
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。
文
書
群
の
主
要
部
分
を
占
め
る
寺
田
村
と
混
在
す

る
村
文
書
と
の
関
係
把
握
や
調
査
整
理
後
の
保
管
に
関
し
て
は
、
調
査
の
進
行
に

し
た
が
い
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
当
面
は
、
現
状
で
の
上
位
置
に
あ
る
史
料
か
ら

順
に
付
箋
を
挿
入
す
る
こ
と
で
調
査
番
号
を
与
え
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
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窓史

文
書
の
概
数
は
七
二
〇
点
に
お
よ
ぶ
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
調
査
に
は
本

学
大
学
院
生
お
よ
び
、

一
部
有
志
大
学
生
も
参
加
し
実
施
し
た
。
調
査
期
間
は
、

平
成
十
九
年

(二
〇
〇
七
)
四
月
八
日
か
ら
平
成
二
十
年

一
月
十
八
日
ま
で
で
あ

る
。

　
調
査
に
先
だ

っ
て
寺
田
村
の
予
備
知
識
を
得
る
た
め
、
吉
川

(本
学
大
学
院
博

士
後
期
課
程
)
が
、
寺
田
村

の
概
要
に
つ
い
て
、

『城
陽
市
史
』
第

一巻

(二
〇
〇

二
年
)
な
ど
を
も
と
に
近
世
に
お
け
る
領
主

・
石
高
の
変
遷
、
自
治
組
織
な
ど
を

報
告
し
た

(後
述
の

「
三
　
寺
田
村
の
概
要
」
を
参
照
)
。
続
い
て
、
個
々
の
史

料
の
調
査
力
ー
ド
の
作
成
を
お
こ
な

っ
た
。
調
査
力
ー
ド
へ
の
採
録
デ
ー
タ
は
、

原
題
お
よ
び
内
容
略
記

・
年
紀

・
差
出

・
宛
所

・
形
状

・
員
数

・
紙
数

・
紙
質

・

包
紙
上
書

二

括
関
係
な
ど
で
あ
る
。

　

一
通
り
全
文
書
の
調
査
力
ー
ド
を
作
成

し
た
上
で
、
表
計
算

ソ
フ
ト
に
入
力

し
、
判
明
す
る
領
主
支
配
関
係
や
村
名

・
庄
屋
名
な
ど
を
も
と
に
文
書
の
仮
分
類

を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
過
程
の
中
で
、
文
書
群
の
中
に
含
ま
れ
る
年
貢
関
係
文
書

は
、
寺

田
村
の
中
で
も

「御
蔵
入
」
　
(幕

府
領
)
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ

と
、
相
嶋
村

・
観
阿
弥
村
は
親
村

・
枝
村

の
関
係
で
あ
る
こ
と
、

「市
田
出
作
」

は
相
嶋
村
と
の
関
係
が
有
力
で
あ
る
こ
と
、
以
上
の
村
々
の
文
書
は
現
状
で
は
区

別
が
つ
か
な
い
ほ
ど
入
り
交
じ

っ
て
い
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
比
し

て
、
甲
斐
田
村
関
係
の
文
書
は
、

一
部
の
文
書
を
除

い
て
冊
子
状
の
帳
面
類
と

一

紙
文
書
が
重
ね
ら
れ
連
続
し
て
あ
ら
わ
れ
、
現
状
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
混
入
す
る

以
前
の
原
状
を
留
め
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
調
査
採
録
デ
ー
タ
を
増
や
し
て
分
類
精
度
を
上
げ
る
た
め
、
年
貢
関

係
文
書

の
石
高

の
デ
ー
タ
採
録
を
加
え
た
上
で
、
年
代
順
に
編
年
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
前
欠

・
後
欠
文
書
の
ほ
と
ん
ど
の
所
属
村
が
判
明
し
た
。

一
一

文
書
群
の
分
類

　
文
書
群
の
分
類
に
際
し
て
は
、
調
査
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
文
書
の
該
当
村
が
判

明
す
る
も
の
は
村
ご
と
に
区
分
し
、
判
明
し
な
い
も
の
は

一
括
し
て
分
類
す
る
こ

と
と
し
た
。
分
類
項
目
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

久
世
郡
寺
田
村
文
書

　
-
　
寺
田
村
領
主
支
配

　
寺
田
村
の
村
運
営
に
関
す
る
文
書

の
内
、
幕
府
領
支
配
を
担
当
し
た
京
都
代

官

・
宇
治
代
官
と
、
寺
田
村
と
の
関
係
を
示
す
文
書
四
二
一二
点
を
分
類
し
た
。

　
1
　
領
主
発
給
文
書

(達
書

・
指
紙
等
)　

寺
田
村
支
配
に
あ
た
っ
た
幕
府
領

代
官

(宇
治
代
官

・
京
都
代
官
)
か
ら
寺
田
村
に
宛
て
た
達
書

・
指
紙
な
ど
八
点

を
収
め
た
。
代
官
支
配
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
後
述
の

「三
　
寺
田
村

の
概
要
」

を
参
照
さ
れ
た
い
。
宇
治
代
官
の
職
制
と
か
か
わ
る
茶
壼
御
用
関
係
の
文
書
も
こ

こ
に
収
め
た
。

　

2
　
寺
田
村
発
給
文
書

(願
書

・
届
書

・
返
答
書

・
請
書
等
)　

寺
田
村
か
ら

領
主

へ
あ
て
た
願
書

・
届
書

・
返
答
書

・
請
書
な
ど

一
九
五
点
を
収
め
た
。
元
禄

十
三
年

(
一
七
〇
〇
)
の
鉄
砲
拝
借
願
書
が
最
も
古
く
、
用
水
関
係
、
居
宅

・
寺

社
の
普
請

・
修
復
関
係
、
争
論
関
係
、
庄
屋

・
年
寄
役
交
替
関
係
、
荒
れ
地
開
墾

願
、
洪
水

・
旱
な
ど
に
よ
る
損
毛
の
年
貢
減
免
関
係
、
隣
村
と
の
境
界
改
め
、
義

絶

・
勘
当
願
、
行
き
倒
れ
人
な
ど
の
死
人
届
、
紛
失
物
届
、
芸
能
興
業
願
、
凶
作

夫
食

貸

付
願

、
年
貢

納
付

請
書

な
ど

が
あ

る
。
な
か

で
も
、
明

和

四
年

(
一
七
六
七
)
三
月
に
は
、
村
内
火
災
の
類
焼
に
よ
る
家
作
願
が

一
一
点
見
ら
れ
、
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こ
の
時
期
に
大
規
模
な
火
災
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

3
　
年
貢
関
係
文
書

(免
定

・
皆
済
目
録
等
)　

毎
年
十

一
月
頃
に
寺
田
村
支

配
の
代
官
か
ら
発
給
さ
れ
る
年
貢
免
定
ま
た
は
割
付
状
や
、
翌
年
に
差
し
出
さ
れ

た
年
貢
皆
済
目
録
な
ど
定
例
の
年
貢
関
係
文
書
二
一
二
点
を
収
め
た
。
元
禄
期
か

ら
幕
末
ま
で
、
一
部
散
逸
し
て
い
る
年
代

が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
当
該
期
間
に
お
け
る

幕
府
領

の
年
貢
負
担
と
収
納
の
実
態
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。
従
来

『城
陽
市

史
』
等
で
は
、
こ
れ
ら
の
存
在
が
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
部
分
で
あ
り
、
本
文
書

群
の
中
核
を
な
す
史
料
で
あ
る
。

　
寺
田
村
の
幕
府
領
の
石
高
は
、
元
禄
期
か
ら
寛
延
元
年

(
一
七
四
八
)
ま
で
は

七
九
四

・
七
三
七
石
で
あ
る
が
、
寛
延
三
年
に
は
、
享
保
十
三
年

(
一
七
二
八
)

か
ら
見
ら
れ
る
新
田

「
木
津
川
堤
外
流
作
」
分

の

一
・
五
九

一
石
が
加
え

ら

れ
、
七
九

六

・
三
二
八
石
と

し
て
免
定

が
下
さ
れ
た
。
ま
た
、
安
永

二
年

(
一
七
七
三
)
以
降
幕
末
期
ま
で
の
免
定

石
高
は
八
〇

一
・
七
六
三
石
と
な
る
。

た
だ
し
、
皆
済
目
録

の
石
高
は
寛
政
二
年

(
一
七
九
〇
)
に
八

一
〇

・
五
三
三
石
、

寛
政

五
年

以
降

の
皆

済
目
録

は
八

一
〇

・
八
八
三
石
と
な

る
。
明
治
元
年

(
一
八
六
八
)
の

『旧
高
旧
領
取
調
帳
』
に
お
け
る
蔵
入
地
高
は
、
こ
の
皆
済
目

録
の
石
高
に

一
致
し
て
い
る
。

　
4
　
本
寺

・
入
寺
証
文
　
寺
田
村

の
寺

院

(三
縁
寺

・
弘
願
寺

・
念
仏
寺

・
西

照
寺
)
か
ら
支
配
代
官
宛
の
本
寺
証
文

・
入
寺
証
文
な
ど
七
点
を
収
め
た
。

　
　

巫
　
村
政

　
寺
田
村
の
村
運
営
に
関
す
る
文
書
の
内

、
村
内
の
土
地

・
住
人

・
寺
院

・
隣
村

な
ど
周
辺
村
と
の
関
係
を
示
す
文
書

二

六
点
を
分
類
し
た
。
寺
田
村
庄
屋
が
領

主

へ
の
伺

い
を
経
ず
に
庄
屋
の
裁
可
に
よ
り

行
使
で
き
る
文
書
や
、
村

の
自
治
運

営
、
村
落
間
の
連
携
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
。

　

1
　
土
地
　
村
内
で
の
土
地
売
買
証
文
や
争
論
、
新
田
開
発
に
関
す
る
文
書
、

名
寄
帳

・
耕
地
絵
図
な
ど

一
五
点
を
収
め
た
。
土
地
売
買

で
は
、

「宇
治
組
」

「御
蔵
株
」
と
呼
ば
れ
る
幕
府
領
百
姓
と

「御
料
所
」
百
姓
の
問
で
の
事
例
が
見

ら
れ
、
寺
田
村
内
で
の

「組
」

「株
」
の
実
態
を
う
か
が
え
る
史
料
で
あ
る
。

　

2
　
戸
口

(人
別

・
往
来
送
り
)　

寺
田
村
か
ら
他
村

へ
、
ま
た
他
村
か
ら
寺

田
村

へ
の
養
子

・
婚
姻
に
と
も
な
う
縁
付
や
身
元
引
請

の
人
別
送
り
状

・
宗
門
送

り
状
、
西
国
巡
拝
な
ど
へ
赴
く
百
姓
の
往
来
送
り
状
な
ど
、
人
の
居
住

・
移
動
に

関
す
る
文
書
四
八
点
を
収
め
た
。

　

3
　
村
財
政
　
村
運
営
に
か
か
る
村
入
用

・
拝
借
銀
証
文
な
ど
村
財
政
に
関

す
る
文
書

一
五
点
を
収
め
た
。

　

4
　
村
自
治
　
寺
田
村

の
自
治
運
営
や
周
辺
村
落
と
の
連
携
調
整
に
関
す
る

文
書

一
九
点
を
収
め
た
。

　
5
　
交
通

・
運
輸
　
寺
田
村
が
関
与
す
る
街
道
普
請
、
高
瀬
船
に
よ
る
青
物

・

　
　
　
　
　

こ　　ま

屎
尿
運
輸
、
小
廻
し
船
な
ど
街
道

・
河
川
を
用
い
た
物
資
輸
送
に
つ
い
て
の
文
書

九
点
を
収
め
た
。
寺
田
村
は
宇
治
川

・
大
池

(巨
椋
池
)
を
経
て
伏
見
に
水
運
路

が
通
じ
て
お
り
、
京
都
近
郊
村
落
と
し
て
蔬
菜
類
生
産
の
調
達
地
と
な

っ
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
都
市
部
の
屎
尿
や
灰
は
近
郊
農
村
の
有
力
な
金
肥
と
し
て
用
い

ら
れ
、
そ
の
輸
送
手
段
と
し
て
の
高
瀬
船
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
明
治
二
年

(
一
八
六
九
)
に
は
、
伏
見
を
拠
点
と
す
る

「小
廻
し
船
」
と
い
う
近
距
離
輸
送

の
新
た
な
運
送
船
の
通
行
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
6
　
救
恤
　
寺
田
村
の
長
光
寺

(浄
土
宗
)
観
音
堂
に
お
け
る
北
西
町

・
観
音

講
に
よ
る
施
餓
鬼
の
施
行
に
関
す
る
文
書

一点
を
収
め
た
。

　
7
　
宗
教

・
信
仰
　
寺
田
村
の
寺
社
修
復
に
関
す
る
文
書

・
絵
図
な
ど
九
点
を

61



史 窓

収

め

た

。

　
久
世
郡
相
嶋
村
文
書

　
相
嶋
村
と
支
配
下
の
観
阿
弥
村
お
よ
び
、
相
嶋
村
の
出
作
地
と
推
測
さ
れ
る

「
市
田
出
作
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
元
和
九
年

(
一
六
二
三
)
に
成
立
す
る
淀
藩
領

の
相
嶋
村
に
関
係
す
る
耕
作
地
の
年
貢
関
係
文
書

=

五
点
を
分
類
し
た
。

　
1
　
年
貢
関
係
文
書

(相
嶋
村

・
観
阿
弥
村
)

　
相
嶋
村
と
観
阿
弥
村
に
関
す
る
年
貢
免
定
や
水
損
引
高
達
書
等

の
文
書
八
七

点
を
収
め
た
。
相
嶋
村
は
、
現
存
す
る
免
定
で
は
明
暦
二
年

(
一
六
五
六
)
ま
で

は
石
高
三
三
二
・
五
二
三
石
で
あ
る
が
、
寛
文
元
年

(
一
六
六

一
)
か
ら
元
禄
十
五

年

(
一
七
〇

二
)
ま

で
は

四
七

三

・
一
五

三
石

に
増

加

し
、
寛

保

元
年

(
一
七
四

一
)
以
降
の
で
は
、
も
と
の
石
高
三
三
二

・
五
二
三
石
に
復
し
て
い
る
。

ま
た
、
観
阿
弥
村
も
、
寛
永

一
三
年

(
一
六
三
六
)
で
は
石
高
二
四

・
四
四

一
石
で

あ
る
が
、
寛
文
九
年

(
一
六
六
九
)
か

ら
延
宝

八
年

(
一
六
八
〇
)
ま

で
は

二
六

・
八

一
九
石
に
増
加
し
、
正
徳
五
年

(
一
七

一
五
)
以
降
は
、
も
と
の
石
高

二
四

・
四
四

一
石
に
復
し
て
い
る
。
こ
の
両
村
の
石
高
増
加
時
期
は
、
淀
藩
が
石

川
氏

(憲
之
↓
義
孝
↓
総
慶
)
の
領
知
下
に
あ

っ
た
時
期
と
重
な
る
。
そ
の
石
高

増
と
な
っ
た
原
因
は
他
の
淀
藩
領
と
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
今
後
の
課

題
と
し
て
お
き
た
い
。

　
観
阿
弥
村
は
、
天
保
三
年

(
一
八
三
二
)
に
は

「観
阿
弥
村
支
配
相
嶋
村
肝
煎

忠
兵
衛
」
と
の
差
出
記
載
か
ら
相
嶋
村
の
配
下
に
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
す
る

(I

i
69
)
が
、
こ
の
支
配
関
係
が
い
つ
か
ら
始

ま
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
現
存
す
る

文
書
か
ら
み
れ
ば
、
天
明
四
年

(
一
七
八
四
)
の

「
[観
阿
弥
村
水
損
引
高
達

書
U
」　
(I
1
53
)
は
、
観
阿
弥
村
庄
屋

・
百
姓
中
宛
と
な

っ
て
い
る
が
、
文
政
五

年

(
一
八
二
二
)
の

「覚

(相
嶋
村

・
観
阿
弥
村
高
届
書
)
」

(I
1
64
)
は
相
嶋

村
肝
煎

・
庄
屋
が
連
署
し
て
観
阿
弥
村
分
の
高
を
報
告
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
間
に
支
配
関
係
が
生
じ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
五
　
年
貢
関
係
文
書

(市
田
出
作
)

　
本
文
書
群
の
中
で
は
、
相
嶋
村
と
観
阿
弥
村
に
関
す
る
年
貢
免
定
の
他
に
相

嶋
村
の
出
作
地

(久
世
郡
市
田
村
内
力
)
と
推
測
さ
れ
る

「市
田
出
作
」
の
年
貢

免
定
が
含
ま
れ
て
お
り
、
二
八
点
を
収
め
た
。

『久
御
山
町
史
』

(第

一
巻
、
久

御
山
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、

一
九
八
六
年
)
で
は
、

『元
禄
郷
帳
』
に
は

「市

田
出
作
」
の
記
載
が
な
く
、

『天
保
郷
帳
』
の
デ
ー
タ
を
も
と
に

「市
田
村
出
作

　

一
四
石
五
斗
四
升
六
合
」
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
文
書
群
の
免
定
に
よ

れ
ば
、
寛
文
十
年

(
一
六
七
〇
)
か
ら
元
禄
十
四
年

(
一
七
〇

一
)
ま
で
は

一
四
石

五
斗
四
升
六
合

で
あ

る
が
、
宝
永
三
年

(
一
七
〇
六
)
以
降

、
弘

化
三
年

(
一
八
四
六
)
ま
で
は

一
三

・
八

一
四
石
と
な
っ
て
お
り
、
元
禄
期
に
も
そ
の
存
在

が
確
認
で
き
る
。
相
嶋
村
と
観
阿
弥
村
に
お
け
る
淀
藩
領
の
石
高
の
増
減
と
比
較

す
れ
ば
、
石
川
氏
の
領
知
下
の
時
期
の
石
高
が
同
様
に
増
加
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
ま
た
、
相
嶋
村
と
の
関
係
か
ら
見
れ
ば
、
寛
文
五
年

(
一
七
五
二
)
に
、

す
で
に
淀
藩
か
ら
相
嶋
村
の

「庄
屋

・
惣
小
百
姓
中
」
に
宛
て
、
相
嶋
村
と

「市

田
出
作
」
の
免
定
が
発
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

(相
嶋
村
王
…
11
)
、
近
世
前

期
か
ら
相
嶋
村
の
出
作
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ

し
、

「市
田
出
作
」
を
市
田
村
内
の
耕
作
地
と
す
る
根
拠
は
、
本
文
書
群
か
ら
は

見

い
だ
せ
な
い
。

久
世
郡
久
世
村
文
書

　
久
世
村
は
寺
田
村
に
隣
接
し
、
享
保

一
四
年

(
一
七
二
九
)
の
山
城
国
高
八
郡
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村
名
帳
に
よ
れ
ば

(
『京
都
府
の
地
名
』
平
凡
社
)
、
公
家
領
と
幕
府
領
を
合
わ

せ
て
村
高
は
五
六
八

・
九
二
五
二
石
と
さ
れ
る
。
本
文
書
群
で
は
わ
ず
か

一
点
で

あ
る
が
、
享
和
元
年

(
一
八
〇

一
)
の
宇
治
代
官
上
林
六
郎
か
ら
の
年
貢
割
付
目

録

が
確

認

で

き

る

。
前

欠

文

書

で

あ

る

が

、
取

米

(
年

貢

米

)
を

四
六
八

・
一
四
八
石
と
記
し
て
お
り
、
村
高

に
対
し
て
年
貢
率
が
異
常
に
高
率
で

あ
り
、
村
高
の
変
化
に
つ
い
て
は
検
討
課
題

で
あ
ろ
う
。

相
楽
郡
吐
師
村
文
書

　
吐
師
村
は
、
木
津
川
左
岸
に
位
置
す
る
村
で
あ
る
が
、
本
文
書
群
の
中
核
で
あ

る
寺
田
村
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
本
文
書
群
に
お
い
て
は
、
吐
師
村
牛
頭
天

王
宮
座
関
係
の
史
料
と
借
金
返
済
証
文
の
三
点
で
あ
る
。

交
野
郡
甲
斐
田
村
文
書

　
甲
斐
田
村
は
、
元
和
五
年

(
エ
ハ
一
九
)
以
来
大
坂
町
奉
行
の
領
地
と
な
っ
て

お
り
、
年
未
詳
で
は
あ
る
が
、
寛
文
年
間
の
大
坂
町
奉
行
石
丸
石
見
守
に
関
す
る

文
書
も
含
ま
れ
る

(甲
斐
田
村
40
)
。
こ
こ
に
分
類
し
た
六

一
点
は
、
前
述
の
よ

う
に
、
現
状
で
甲
斐
田
村
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
文
書
を
便
宜
的
に

一
括
し
て
お

さ
め
た
も
の
で
あ
る
。
中
に
は

(甲
斐
田
村
7
～
9
、
調
査
番
号
鰯
1
1
～
3
の

よ
う
に
、
次
の

〈所
属
不
明
文
書
〉
の
1
近
世
文
書
に
収
め
た
文
書
と
関
連
す
る

と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
今
後
の
文
書
間
の
関
係
を
検
討
す
る
上
で
、
甲

斐
田
村
の
関
係
文
書
と
し
て
こ
こ
に
収
め
た
。

所
属
不
明
文
書

　
以
上
の
分
類
基
準
に
収
め
き
れ
な
か

っ
た
文
書
を
、
1
近
世
文
書

(六
点
)
、

H
近
代
文
書

(四
点
)
、
班
典
籍
等

(
一
三
点
)
に
分
け
て
収
め
た
。

三
　
寺
田
村
の
概
要

(母
利
美
和
)

　
こ
こ
で
は
、
京
都
府
南
部
の
城
陽
市
申
央
部
に
位
置
す
る
寺
田
地
域
の
地
理
と

領
主
支
配
関
係
に
つ
い
て
、
本
文
書
群
と
の
か
か
わ
り
か
ら
紹
介
し
た
い
。

　
地
理
　
現
在
、
城
陽
市
は
、
京
都
府
南
部
に
位
置
し
、
宇
治
市

・
宇
治
田
原

町

・
井
手
町

・
京
田
辺
市

・
八
幡
市

・
久
御
山
町
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
接
し
て
い

る
。
近
世
の
城
陽
地
域
は

一
二
ヵ
村

(久
世
郡
久
世
村

・
平
川
村

・
上
津
屋
村

・

寺
田
村

・
富
野
村

・
枇
杷
庄
村

・
観
音
堂
村

・
中
村

・
長
池
宿
、
綴
喜
郡
水
主

村

・
奈
島
村

・
市
辺
村
)
か
ら
な
り
、
明
治
二
二
年

(
一
八
八
九
)
、
こ
の

一
二
ヵ

村
を
合
併
さ
せ
て
四
ヵ
村

(久
津
川
村

・
寺
田
村

(寺
田
村
と
水
主
村
)
・
富
野

荘
村

・
青
谷
村
)
が
で
き
た
。
昭
和
二
六
年

(
一
九
五

一
)
、
四
ヵ
村
が
さ
ら
に
合

併
し
て
城
陽
町
と
な
り
、
昭
和
四
七
年

(
一
九
七
二
)
に
市
制
が
施
行
さ
れ
、
現

在
の
城
陽
市
に
至

っ
て
い
る
。

　
そ
の
城
陽
市
域
に
あ
る
寺
田
地
域
は
、
現
在
、
城
陽
市
市
役
所
な
ど
の
公
共
機

関
が
あ
る
市
の
中
心
地
で
あ
る
。
近
世
の
寺
田
村
は
、
現
在

の
寺
田
地
域
よ
り
も

広
域
で
、
城
陽
市
域
の
中
心
か
ら
北
に
広
が
り
、
東
は
宇
治
に
、
西
は
八
幡
に
隣

接
し
て
お
り
、
城
陽
市
域
の
他
村
に
比
較
し
て
も
広
大
な
面
積
を
有
し
て
い
た
。

城
陽
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

『城
陽
市
史
』
第

一
巻

(六
三
八
～
三
九
頁
)
に
よ

れ
ば
、
市
域

一
二
ヵ
村
の
総
石
高
は

一
万

一
〇
〇
石
余
に
の
ぼ
る

(天
保
郷
帳
よ

り
)
と

い
う
。
そ
の
中
で
、
寺
田
村
は
近
世
を
通
し
て
約
二
九
〇
〇
石
余
を
有

し
、
ま
た
人
ロ
は
約
二
千
人
で
あ
り
、
当
時

の
寺
田
村

の
規
模

の
大
き
さ
が
知
れ
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窓史

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
寺
田
村

の
西
は
木
津

川
が
流
れ
、
肥
沃
な
土
地
で
あ
る
上

に
、
東
に
は
京
都
と
奈
良
を
結
ぶ
旧
大
和
街
道
が
通
り
、
物
資
の
輸
送
や
人
の
移

動
に
便
利
な
交
通
の
要
所
で
も
あ

っ
た
。
以
上
か
ら
、
寺
田
村
を
含
む
城
陽
市
域

は
、
重
要
な
年
貢
収
取
の
地
で
あ
り
、
ま
た
商
品
経
済
の
流
通
地
域
と
し
て
経
済

的
意
義
の
あ
る
地
域
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
支
配
領
地
　

『史
料

が
語
る
城
陽
近

世
史
ー
第
三
集

・
寺
田
地
域
編
1
』

(
一
九
八
八
年
、
二
四
頁
、
以
下

『史
料

城
陽
』
)
に
よ
れ
ば
、
山
城
国
は
、
禁

裏

・
仙
洞

・
寺
社

・
公
家

・
旗
本
の
領
地

が
多

い
た
め
、
非
武
家
領
が
幕
府
領

(武
家
領
)
の
割
合
よ
り
も
高

い
が
、
久
世
郡
は
、
山
城
国
八
郡

(乙
訓

・
葛

野

・
愛
宕

・
紀
伊

・
宇
治

・
久
世

・
綴
喜

・
相
楽
)
の
中
で
は
幕
府
領
の
比
率
が

高
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
寺
田
村
は
、
約
二
九
〇
〇
石
余
の
う
ち
、
近

世
を
通
し
て
お
よ
そ
三
分
の
二
が
非
武
家
領

(但
し
領
主
が
存
在
し
な

い
場
合
、

御
除
料
。
)
で
あ
り
、
残
り
三
分

の
一
弱

が
幕
府
領
と
な
っ
て
い
る
。
寺
田
村
の

非
武
家
領
は
、
仙
洞
御
料

・
女
院
料

・
中
宮
料

・
准
后
料
な
ど
の
御
所
領
で
、
こ

れ
ら
は
禁
裏
御
料
と
は
違
い
、
一
代
限
り

で
継
承
さ
れ
な
い
た
め
領
主
は
後
水
尾

上
皇

・
霊
元
上
皇

・
中
御
門
上
皇

・
桜
町
上
皇

・
桃
園
女
御
等
々
、
時
代
と
共
に

し
ば
し
ば
入
れ
か
わ
る
が
、
御
所
領
全
体

の
総
石
高
に
は
大
き
な
変
化
は
な
い
と

い
う
。

　

一
方
武
家
領
は
近
世
を
通
じ
て
約
六
八
〇
石
か
ら
八
〇
〇
石
前
後
と
な
っ
て
い

る
。
幕
府
領
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
久
世
郡
の
中
に
あ
る
寺
田
村
の
特
徴
は
、
御

所
領
の
占
め
る
割
合
の
大
き
さ
で
あ
る
。
さ
き
の

『史
料
城
陽
』
は
、

『城
陽
市

史
』
編
さ
ん
事
業
過
程
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
領
主
が
入
れ
か
わ

っ
た
り
、
多
い
時
に
は
三
人
の
領
主
が
同
時
に
存
在
す
る
な
ど
の
複
雑
な
御
所
領

の
支
配
形
態
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
解
明
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
御
所
領
と
幕
府
領
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
寺
田
地
域
全
体
の
支
配

形
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
幕
府
領
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
今
回
紹
介
す
る
文
書
群
の
特
徴
の
ひ
と

つ
に
は
、
年
貢
免
定

(割
付
状
)
・
年

貢
皆
済
目
録
な
ど
、
幕
府
領
の
年
貢
関
係
文
書
が
ま
と
ま
っ
て
み
ら
れ
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
寺
田
村
の
も
の
は
、

『史
料
城
陽
』
で
使
用
さ
れ
て
い
る
年

貢
関
係
史
料
-
御
所
領
関
係
1
と
は
対
照
的
に
、
幕
府
領
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
を

占
め
て
お
り
、
未
解
明
で
あ

っ
た
寺
田
地
域
の
幕
府
領
に
お
け
る
支
配
関
係
の

一

端
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
恰
好

の
素
材
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
領
主
支
配
　
寺
田
村
非
武
家
領
の
支
配
は
、

一
貫
し
て
代
々
京
都
代
官
を
担

っ

て
き
た
小
堀
家

に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。

『
京
都
の
歴
史
』　
(第
六
巻
、

一
九
七
三
年
、
第

一
章
第
四
節
)
で
は
、
寛
文
四
年

(
一
六
六
四
)
の
京
都
代
官
の

成
立
を
、
畿
内
近
国
に
お
け
る
軍
事
的
支
配
体
制
か
ら
純
民
政

へ
の
転
換
と
と
ら

え
て
い
る
。
在
地
に
根
ざ
し
、
年
貢
の
取
り
集
め
を
通
し
て
農
民
支
配
を
行

っ
た

代
官
は
、
豪
商
で
も
あ
り
、
代
々
世
襲
制
が

一
般
的
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
中
期

以
降
、
代
官
の
世
襲
制
は
難
し
く
な
り
、
西
沢
淳
男

『代
官

の
日
常
生
活
』

(講

談
社
、
二
〇
〇
四
年
、
五
五
頁
)
に
よ
れ
ば
、
二
代
続
い
た
家
は

一
二
%
で
あ

っ
た

と

い
う
。
理
由
は
主
に
ふ
た

つ
あ
り
、
ひ
と

つ
は
、
異
動
の
少
な
い
代
官
は
、
支

配
地
域
と
密
接
な
関
係
に
な
り
、
た
び
た
び
奉
行
所
や
支
配
地
農
民
ら
と
癒
着
問

題
を
起
こ
し
は
じ
め
た
と
い
う
こ
と
。
ふ
た
つ
め
は
、
経
済
的
に
重
要
な
地
域

へ

の
権
限
の
集
中
の
た
め
に
伏
見

・
堺
町
奉
行
は
廃
止
さ
れ
、
さ
ら
に
享
保
の
改
革

に
よ
り
、
上
方
天
領

(幕
府
領
)
の
土
地
支
配
は
、
代
官
か
ら
勘
定
奉
行

へ
移
行

し
て
い
く
た
め
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
小
堀
家
は
前
述
し
た

一
二
%
に

入
る
。
ま
た
、
寺
田
村
幕
府
領
を
支
配
し
た
宇
治
代
官
の
上
林
家
も
同
様
で
あ
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る
。

　
上
林
家
は
、
天
正
年
間
か
ら
代
々
御
茶

師
と
し
て
宇
治
郷
を
支
配
し
て
い
た
家

で
、
徳
川
政
権
下
で
は
、
さ
ら
に
独
占
的

に
茶
師
頭
取

・
宇
治
代
官
を
家
職
と
し

た
。

『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
上
林
家
は
、
特
に
寛
永
年
問
、
宅
地
内

に
御
茶
壷
庫
の
経
営
を
預
か
る
な
ど
、
繁

栄
を
極
め
た
。
そ
の
後
、
本
家

・
分
家

問
に
代
官
職
の
移
動
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
寛
保
三
年

(
一
七
四
三
)
に
手
代
の

「越
度
」
に
よ
り
職
を
奪
わ
れ
る
ま
で
宇
治
代
官
を
世
襲
し
て
い
る
。

　
上
林
家
の
寺
田
村
幕
府
領
支
配
は
、
寛

永
十
六
年

(
一
六
三
九
)
か
ら
で
あ
る

(
『宇
治
市
史
』
第
三
巻
、
一
九
八

一
年
、
四
〇
頁
)
。
後
掲
の

〔表
1
〕
は
、
寺

田
村
に
お
け
る
幕
府
領
支
配
を
行

っ
た
代
官
の
変
遷
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表

を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
典
拠
と
し
た
も

の
は
、

『寛
政
重
修
諸
家
譜
』

(続
群

書
類
従
完
成
会
、

一
九
六
五
年
。
表
中
で
は

『寛
』
と
表
示
。
以
下
同
様
。
)

・

『宇
治
市
史
』

(第
三
巻
、
近
世
の
歴
史

と
景
観
、
一
九
七
六
年
。

『宇
』
)

・

『寛
政
譜
以
降
　
旗
本
家
百
科
事
典
』

(
東
洋
書
林
、

一
九
九
七
年
。

『旗
』
)

で
あ
る
。
薄
灰
色
部
分
は
代
官
在
職
期
間
を
示
し
、
前
述
の
典
拠
に
拠

っ
て
い

る
。
濃
灰
色
部
分
は
、
本
文
書
群
の
年
貢

関
係
文
書
に
よ
り
、
代
官
が
寺
田
村
を

実
際
に
支
配
し
て
い
た
期
間
が
確
認
で
き

る
部
分
で
あ
る
。
上
林
家
は
宇
治
代
官

で
あ
る
た
め
、
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
、
参
考
の
た
め
に
宇
治
代
官
の
変
遷
に

つ
い
て
も
記
載
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
上
林
家
は
、

宇
治
代
官
と
し
て
寛
保
三
年

(
一
七
四
三
)
ま
で
在
職
し
て
い
る
。
し
か
し
、

〔表
1
〕
を
参
照
す
る
と
、
寺
田
村
幕
府

領
地
支
配
に
お
い
て
は
、
享
保
四
年

(
一
七

一
九
)
、
京
都
代
官
の

「遺
跡
」
を
継

い
だ
小
堀
惟
定
が
存
在
し
て
い
る
。

(但
し
惟
定
は
幼
年

で
あ
っ
た
た
め
、
同
年
、
叔
父
の
玉
虫
茂
善

(左
兵
衛
)
が

後
見
人
と
な

っ
て
い
る
。
)
上
林
家
支
配
下
の
領
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
寺
田
村
幕

府
領
の
免
定
が
、

「玉
虫
左
兵
衛
」
の
名
に
よ
っ
て
享
保
七
年

(
一
七
二
二
)
以

降
発
給
さ
れ
て
い
る

(寺

田
村

I
1
3
1
20
、
目
録

の
整
理
番
号
、
以
下
同

様
。
)
。
つ
ま
り
、
上
林
久
豊

(門
太
郎
)
が
、
享
保
四
年

(
一
七

一
九
)

「先
祖

よ
り
負
金
あ
り
、
厳
科
に
処
せ
ら
」
れ
た
後
、

『宇
治
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
宇
治

代
官
は
上
林
政
武

(又
兵
衛
)
に
継
承
さ
れ
る
が
、
久
豊
の
支
配
地
の
う
ち
、
宇

治
に
関
し
て
は
政
武

(又
兵
衛
)
に
、
そ
し
て
寺
田
村
幕
府
領
は
、
京
都
代
官
小

堀
惟
定

(仁
右
衛
門
)
に
振
り
分
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
は
、
本
文
書

群
に
残
存
す
る
免
定
か
ら
の
推
測
で
あ
る
が
、
宇
治
代
官
の
領
地
が
、
京
都
代
官

に

一
部
移
譲
さ
れ
た
事
実
は
、
先
に
み
た

一
般
的
な
上
方
行
政
支
配
の
特
質
が
寺

田
村
に
お
い
て
も
い
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
、
宇
治
代
官
所
は
閉
鎖
さ
れ
、
寺
田
村
幕
府
領
支
配
は
、
寺
田
村

非
武
家
領

の
支
配
を
行

っ
て
い
た
京
都
代
官
を
兼
任
す
る
か
た
ち
で
委
ね
ら
れ

た
。

『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
宇
治
代
官

の
再
置
は
文
化

一
二
年

(
一
八

一
五
)
で
あ
る
。
し
か
し
、
京
都
代
官
に
よ
る
寺

田
村
幕
府
領
地
支
配

は
、
寛
政
十
二
年

(
一
八
〇
〇
)
ま
で
で
、
享
和
元
年

(
一
八
〇

一
)
に
は
上
林
家

に
戻

っ
て
い
る

(寺
田
村
1
…
3
ー
嫐
)
。
再
置
は

一
四
年
後
で
は
あ
る
が
、

「御

代
官
格
」
と
は
い
う
も
の
の
、
享
和
元
年

(
一
八
〇

一
)
に
は
年
貢
収
取
の
実
務

が
、
上
林
久
忠

(六
郎
)
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
事
実
が
う
か
が
え
る
。

　

『宇
治
市
史
』

(三
六
六
頁
)
に
よ
れ
ば
、
宇
治
代
官
は
、
寛
政
十
二
年

(
一
八

〇

一
)
か
ら
天
保
十
四
年

(
一
八
四
三
)
ま
で
、
三
代
に
わ
た
っ
て
上
林
家
が
継
ぐ

と
い
う
。
本
文
書
群
に
お
い
て
も
同
様

の
事
実
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
お
そ
ら
く

六
郎
家
内
で
継
承
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
文
書
群
の
書
状
で
は
、
幼
名

・
通
称

の

「
六
郎
」
と
表
記
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
久
建

(六
郎
)
と
久
賢

(栄
次
郎
、
永
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窓史

二
郎
の
表
記
も
み
ら
れ
る
)
の
区
別
が
明
確
で
は
な
い
。
書
状
の
印
判

(図
版
参

照
)
か
ら
の
解
明
を
試
み
た
も
の
の
、

[表

1
]
の
該
当
部
分
に
は
未
だ
不
明
な
部

分
も
残

っ
て
お
り
、
今
後
、
新
た
な
史
料
発
掘
に
よ
る
研
究
成
果
が
待
た
れ
る
。

　
上
林
家
に
よ
る
寺
田
村
幕
府
領
支
配
は
、
そ
の
後
四
〇
年
ほ
ど
続
く
が
、
天
保

一
四
年

(
一
八
四
三
)
に
は
再
び
京
都
代
官
の
支
配
下
に
お
か
れ
る

(寺
田
村
I
1

3
1
嫋
)
。
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え

ら
れ
る
幕
府
側

の
事
情
に
は
、
天
保

期
、
天
保
の
改
革
に
よ
る
上
知
令
に
反
対
す
る
代
々
代
官
を
支
配
機
構
か
ら
排
除

す
る
措
置
が
関
東
を
申
心
に
起
こ
り
、

「
身
持
ち

・
不
行
跡
と
い
っ
た
誰
に
で
も

あ
て
は
ま
り
得
る
難
癖
を
つ
け
て
、
代
官
職
の
み
を
取
り
上
げ
」
る
と
い
う
状
況

が
あ
る

(西
沢
淳
男

『代
官

の
日
常
生
活
』
八
八

・
八
九
頁
)
。
西
沢
氏
は
、
上

林
家
を
事
例
に
挙
げ
、
畿
内
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
宇
治
代
官

は
、
信
楽
代
官
で
あ
る
多
羅
尾
氏
に
継
が
れ
る
と
さ
れ
る
が
、
本
文
書
群
か
ら
は

多
羅
尾
氏
支
配
の
事
実
は
み
う
け
ら
れ
ず
、
寺
田
村
幕
府
領
支
配
は
、
京
都
代
官

の
ま
ま
明
治
を
迎
え
る
よ
う
で
あ
る
。

　
村
内
部
組
織
　
以
上
の
よ
う
に
、
寺
田
村
の
御
所
領
と
幕
府
領
は
、
上
林
家
の

非
職
な
ど
の
非
常
事
態
を
除
け
ば
、
基
本
的
に
京
都
代
官
と
宇
治
代
官
そ
れ
ぞ

れ
の
支
配
地
と
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
松
生
芝
地
を
開
発
す
る

際
、
御
蔵
入

(幕
府
領
)
庄
屋

・
年
寄
ら
と
仙
洞
様

・女
院
様
御
料
庄
屋
が
連
名

で
京
都
代
官
に
願
い
で
て
い
る

(寺
田
村
1
-
2
-
56
)
。
こ
の
よ
う
に
、
村
全
体

に
関
わ
る
問
題
が
起
こ
っ
た
場
合
、
支
配
領
地
の
違

い
を
超
え
て
村
が

一
体
と
な

っ
て
、
対
応
し
て
い
た
様
子
が
本
文
書
か
ら
よ
み
と
れ
る
。

　
寺
田
村
内
部
の
領
地
分
割
は
複
雑
で
、
と
く
に
御
所
領
は
主
に
仙
洞
御
料

・
女

院
御
料

・
女
御
御
料
と
い
う
三
領
主
に
分
割
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
入
り
組
ん

だ
領
地
で
完
全
に
個
々
の
領
主
別
に
年
貢
割
付
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
だ

っ
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
御
所
領
領
主
に
属
す
る
寺
田
村
の
庄
屋
ら
は
、
独
自
の

年
貢
割
付
組
織
を
設
け
て
い
た
。
御
所
領
で
は
三
領
主
支
配
の
時
期
も
、
二
人
の

庄
屋
が
、
御
所
領
全
体
を
支
配
す
る
体
制
を
と

っ
て
い
た
よ
う

で
、

『史
料
城

陽
』

(第

一
章
)
に
よ
れ
ば
、
領
主
別
に
年
貢
を
割
り
付
け
る
の
で
は
な
く
、
帳

面
上
に
は
御
所
領
は
御
所
領
内
部
で

一
括
し
て
年
貢
を
収
取
す
る
方
法
が
、
惣
百

姓
連
判
で
取
り
決
め
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
庄
屋
ご
と
の
支
配
単
位
を

「株
」
と

表
現
し
た
。

　
ま
た
、
御
所
領
は
、
京
都
代
官
が

一
貫
し
て
支
配
し
続
け
た
こ
と
か
ら
そ
の
支

配
単
位
を
、

「京
組
」
と
も
称
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
幕
府
領
は
、
宇
治
代

官
支
配
で
あ

っ
た
た
め

「宇
治
組
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
。
本
文
書

で
は
、
天

保

・
文
化
年
間
に
、
幕
府
領
に
も

「株
」
と

い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。
た

だ
、
幕
府
領

の
場
合
は
、
お
そ
ら
く
庄
屋
は

一
人
で
あ
り
、
年
貢
割
付
の
た
め
に

村
内
部
で
独
自
の
組
織
を
構
成
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
あ
る
い

は
、
上
林
家
の
非
職
に
よ
る
、
京
都
代
官
小
堀
家
の
御
所
領

・
幕
府
領
兼
任
支
配

体
制
に
よ
っ
て
、
村
内
部
の
年
貢
収
取
方
法
に
変
化
が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
い
ず
れ
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
宇
治
代
官

の
閉
鎖
に
よ
っ
て
、
幕
府
領
支
配

が
京
都
代
官
に
移
行
し
、

「宇
治
」
と
い
う
こ
と
ば
に
対
す
る
無
意
味
性
を
示
す

も
の
と
の
推
測
も
可
能
で
あ
る
。
本
文
書
で
は
近
世
後
期
、
上
林
家
が
宇
治
代
官

に
再
任
さ
れ
た
後
で
も

「
御
蔵
株
」
と
い
う
表
現
が
で
て
く
る
が
、
お
そ
ら
く

「株
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使
用
し
続
け
た
習
慣
が
残
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
寺
田
村
内
の
町
　
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
寺
田
村
総
石
高
は
約
二
九
〇
〇
石

余
、
人
ロ
は
約
二
千
人
と
、
当
時
の
周
辺
他
村
に
比
較
す
る
と
、
そ
の
規
模
は
大

き

い
。
そ
の
た
め
村
落
内
は
町
で
区
分
け
さ
れ
て
い
た
。

『城
陽
史
料
』　
(九
八

頁
)
に
よ
れ
ば
、
町
は
、
村
政
の
下
部
組
織
と
し
て

「生
産

・
生
活

・
信
仰
等
に
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お
け
る
基
礎
単
位
」
と
し
て
設
置
さ
れ
た
と
い
う
。
判
明
し
て
い
る
限
り
で
は
、

寛
文
九
年

(
一
六
六
九
)
で
は
大
南

・
小
南

・
中
小
路

・
乾
城

・
北
小
路
の
五
ヵ
町

に
分
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
元
禄
九
年

(
一
六
九
六
)
に
は
中
小
路
が
中

東
と
中
西
に
、
北
小
路
が
北
東
と
北
西
に
分
立
し
、
七
ヵ
町
に
な
り
、
安
政
五
年

(
一
八
五
八
)
に
は
北
東
が
大
唐
田

・
名

小
路

・
中
元

・
垣
内
東

・
垣
内
西

・
塚

本

・
久
世
茶
屋
に
分
離
し
た
た
め
、
全
部

で

一
三
ヵ
町
と
な
っ
た
と

い
う
。

　
例
え
ば
、
天
保
六
年

(
一
八
三
五
)
に
は
、
町
惣
代
か
ら
村
方
役
人
へ
施
餓
鬼

執
行
に
つ
い
て
届
け
を
出
し
て
お
り

(寺

田
村
H
1
6
1
1
)
、
町
単
位
で
の
対
応

が
う
か
が
え
る
。
そ
の
ほ
か
、
町
単
位
で
の
活
動
、
あ
る
い
は
町
名
が
記
さ
れ
て

い
る
も

の
は
本
文

書

の
中

で

一
〇
点

ほ
ど
み
ら
れ
、
例
え
ば
、
元
禄
九
年

(
一
六
九
六
)
の
時
点
で
消
滅
し
た
と
思
わ
れ
る
中
小
路
と
い
う
町
名
が
、
安
永

六
年

(
一
七
七
七
)
に
お
い
て
も
み
う
け
ら
れ

(寺
田
村
皿
1
2
1
5
)
、
今
後
の

検
討
課
題
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(吉
川
芙
佐
)

お
わ
り
に

　
以
上
、
山
城
国
久
世
郡
寺
田
村
文
書
を
中
心
と
す
る
文
書
群
に
つ
い
て
紹
介
し

て
き
た
が
、
最
後
に
今
後
の
史
料
公
開
に

つ
い
て
付
記
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
で

紹
介
し
た
文
書
群
は
、
全
体
の
目
録
化
を
優
先
し
て
作
業
を
進
め
た
た
め
、
現
在

は
付
箋
に
よ
る
調
査
番
号
を
付
与
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
平
成
二
十
年
度
に
は

文
書
ラ
ベ
ル
等
に
よ
る
、
整
理
番
号
を
付
与
し
て
史
料
閲
覧
に
備
え
る
体
制
を
整

え
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
学
で
の
閲
覧
開
始
は
、
平
成
二
十

一
年

度
か
ら
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

[図
版
]
寺
田
村
年
貢
免
定
の
著
判
部
分

寺 田 村1-3-167　 寺 田村1-3-166　 守 山个」1-」-lo4　 寺 田 村1-3-153　 寺 田村1-3-144　 守 出 村1-d-14d　 寺 田 村1-3-140
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顯　 表1寺 田村幕府支配代官の変遷

1616(元 和2)

1617(元 和3)

1618(元 和4)

1619(元 和5)

1620(元 和6)

1621(元 和7)

1622(元 和8)

1623(元 和9)

1624(寛 永1)

1625(寛 永2)

1626(寛 永3)

1627(寛 永4)

1628(寛 永5)

1629(寛 永6)

1630(寛 永7)

1631(寛 永8)

1632(寛 永9)

1633(寛 永10)

1634(寛 永11)

1635(寛 永12)

1636(寛 永13)

1637(寛 永14)

1638(寛 永15)

1639(寛 永16)

1640(寛 永17)

1641(寛 永18)

1642(寛 永19)

1643(寛 永20)

1644(正 保1)

1645(正 保2)

1646(正 保3)

1647(正 保4)

1648(慶 安D

1649(慶 安2)

1650(慶 安3)

1651(慶 安4)

1652(承 応1)

1653(承 応2)

1654(承 応3)

1655(明 暦1)

1656(明 暦2)

上
(初代峯順)

「遺跡を継、父が

務となる」『寛』

「宅地内のうちに

御茶壺の庫を経
営せしめらる亅
『寛』

寺田村支配を申
しつけられる。
『宇』40頁

4/7死 去 。63歳 。

『翹

上林豊重

(2代峯順)
6/sr遺 跡を継、

父が務となる1
『寛』

oO
Φ



1657　 (明 暦3)

1658(万 治1)

1659(万 治2)

1660(万 治3)

1661旨(寛 文1)

iss2(寛 文2)

1663(寛 文3)

1664(寛 文4)

1665(寛 文5)

1666(寛 文6)

16671(寛 文7)

16681(寛 文8)

1669(寛 文9)

1670(寛 文yo)

1671(寛 文11)

1672(寛 文12)

1673(延 宝1)

1674(延 宝2)

16フ5(延 宝3)

1676(延 宝4)

1677(延 宝5)

1678(延 宝6)

1679(延 宝7)

1680(延 宝8)

1681(天 和1)

1682(天 和2)

7683(天 和3)

1684(貞 享1)

1685(貞 享2)

.:.(貞 享3)

1687(貞 享4)

.::(元 禄1)

1689(元 禄2)

1690(元 禄3)

1691(元 禄4)

1692(元 禄5)

1693(元 禄6)

1694(元 禄7)

1695 .(元禄8)
1696(元 禄9)

1697(元 禄10)

1698(元 禄11)

1699(元 禄12)

叢胤への醸り渡
しより比定。

上林 重胤

(3代 峯ll匱)

8/13「家を継、
父が務となりJ
腕 』

2/7死 去 。54

歳 。『寛 』

上林政武

(又兵衛)
「父(竹庵定政)が

ときのごとく御代
官となり慮寛』

＄



1700(元 禄13)

1701(元 禄14)!

1702(元 禄15)ミ

1703(元 禄16)1

1704(寛 永1)1

1705(寛 永2):

1706:(寛 永3)

1707:(寛 永4)

1708(寛 永5)

1709(寛 永6)

1710(寛 永7)

1711(正 徳1)

1712(正 徳2)

1713(正 徳3)

1714(正 徳4)

1715(正 徳5)

1716(享 保1)

1717(享 保2)

1718(享 保3)

1719(享 保4)

1720(享 保5)

1721(享 保6)

17221(享 保7)

1723(享 保8)

1724(享 保9)

1725(享 保10)

1726(享 保11)

1727(享 保12)

1728(享 保13)

1729(享 保14)

1730(享 保15)

1731(享 保16)

1732(享 保17)1

1733(享 保18)1

1734(享 保19)

1735(享 保20)

4/25死 去 。71

歳 。『寛 』

上林久豊

6ハ2先祖より負

金あり、厳科に
処せらる。『寛』

小堀惟定
(仁右衛門)

玉虫茂善
(左兵衛)

門太郎家の領地

も代官支配を行
うようになる。宇
治郷2960石 をは
じめとする465◎
石支配。『宇』44
頁

11/27「遺跡を継
ぐ(略)成長にをよ
ぶまで叔父玉虫
左兵衛茂嘉(ママ)

仰をかうぶり後見
となりて代官をつ
とむ」『寛』

7/7[実兄小堀仁
右衛門克敬死し
て、其子右膳惟

貞幼稚たるにより
(ママ)京都代官と
なる。『寛』

5/28「赦され、旧

知四百九十石を
賜ひ、もとの如く
茶園を預けらる

『寛』

,9/15西 城 小十 人

の頭 にすすむ 。

『寛』
f

正 月11日 「御 留

守居 番にうつり」

『寛 』

O
ト



1736K元 文1)

1737!(元 文2)

17381(元 文3)
　　 1

9/13死 去 。『寛 』

小堀正誠

(左源太)

誠羅 ・瓢
、 攤

.・弟 灘.嚢

　　　　　　 鐡

灘鑼 蕣
、用.覊 　 議

　 　 、,麗.

173gI(元 文4)

17401(元 文5)

17411(寛 保1)

17421(寛 保2)

蘓
ボ鳳、隠

　 　 ロも
`

、灘轗
　 蕁　聾

10月 晦 日死去 。

31歳 。『寛』

小堀邦直
(数馬)

覊
　

1743(寛 保3)

1744(延 享D

11/26r手代のも
の越度のことあ

るにより、職を奪
はれ、閉門せし
めらる』『寛』

小堀政良
(十左衛門)

青木安清
(次郎九郎)

7/24死 去 。70

歳。『寛 』

17451(延 享2)

1746(延 享3)1

1747i(延 享4)

1748k寛 延1)}

17491(寛 延2)1

17502(寛 延3)

175酬(宝 暦1)

1752i(宝 暦2)1

1753(宝 暦3)1

17541(宝 暦4)

1755(宝 暦5)

1756!(宝 暦6)

17571(宝 暦7)

17581(宝 暦8)

4/18死 去 。70歳 。

『寛』

「政良に副て其職

を見習う」『寛』

8/10死 去。80

歳 。『寛 』

6/8「御代官とな

り」『寛』

H
ト



1759(宝 暦9)

1760(宝 暦10)

1761(宝 暦11)

1762(宝 暦12)

1763(宝 暦13)

1764(明 和1)

1765(明 和2)

1766(明 和3)

1767(明 和4)

1768(明 和5)

1769(明 和6)

1770(明 和7)

1771(明 和8)

1772(安 永1)

1773(安 永2)

1774(安 永3)

1775(安 永4)

1776(安 永5)

1777(安 永6)

1778(安 永7)

1779(安 永8)

1780(安 永9)

1781(天 明1)

1782(天 明2)

1783(天 明3) 上林久忠
(六郎)

1784(天 明4) 閏正月「御代官
の格となされ

る」『寛』

Oq
卜

1785(天 明5)

1786(天 明6) 小堀邦明

(縫殿)

1787(天 明7)

1788(天 明8)

1789(寛 政1)

1790(寛 政2)

1791(寛 政3)

1792(寛 政4)

1793(寛 政5)

1794(寛 政6)

17951(寛 政7)

1796(寛 政8)

1797(寛 政9)

1798(寛 政io)

1799(寛 政11)



18001(寛 政12)

18011(享 和1)

18021(享 和2)

1803(享 和3)

1804(文 化1)

1805(文 化2)

18061(文 化3)

1807!(文 化4)

1808!(文 化5)

18091(文 化6)

18101(文 化7)

18111(文 化8)

1812(文 化9)

1813(文 化70)

1814(文 化11)

1815(文 化12)

18161(文 化13)1

1817k文 化14)旨

18181(文 政1)1

18191(文 政2)1

18201(文 政3)1

18211(文 政4)

1822(文 政5)

1823(文 政6)

1824(文 政7)

1825(文 政8)

1826(文 政9)

1827(文 政10)1

18281(文 政11)!

18291(文 政12);

18301(天 保1)

1831i(天 保2)i

　　 I　　　　　 i

1832(天 保3)

1833(天 保4)

1834(天 保5)

1835(天 保6)

1836(天 保7)

1837(天 保8)

1838(天 保9)1

1839(天 保10)

1840(天 保11)2

18411(天 保12)1

1842(天 保13)1

1843,(天 保14)1

1844(弘 化1)

1845(弘 化2)

築山茂左衛門

6/2代官『旗』

小堀勝太郎

　　　　　　　　宇治支配(嘉永t

.'・ 　 覗 　 　迄)『宇』

多羅尾純門
(久右衛門)

代官P旗』

○う
ト



1846(弘 化3)

1847(弘 化4)
.,.(嘉 永1)

.,.(嘉 永2)

1850(嘉 永3)

18511(嘉 永4)

18521(嘉 永5)

1853(嘉 永6)

1854(安 政1)

1855(安 政2)

1856(安 政3)

1857(安 政4)

1858(安 政5)

1859(安 政6)

1860(万 延1)

1861(文 久1)

1862(文 久2)

1863(文 久3)

1864(元 治1)

1865(慶 応1)

1866(慶 応2)

1867(慶 応3)

1868(明 治1)

死 去 。『旗』

1麟騨 飜

小堀仁右衛門

多羅尾光弼
(織之助)

宇治支配『宇』

馬数堀小

苺



山城国久世群寺田村文書 目録

凡
　
例

、
本
目
録
は
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館

所
蔵

「山
城
国
久
世
郡
寺
田
村
文
書
」

　
七
五
〇
点

の
目
録
で
あ
る
。

、
本
文
書
群
の
主
要
部
分
は
、
久
世
郡
寺

田
村
の
蔵
入
地
に
関
す
る
も
の
で
あ

　
る
が
、
久
世
郡
相
嶋
村
を
は
じ
め
複
数

の
村
文
書
の

一部
が
混
入
し
て
い
る
。

し
か
も
全
文
書
を
所
属
村
に
よ
り
分
類
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
判
明

す
る
所
属
村
の
分
類
と
判
明
し
な
い
も

の
を
含
め
て
、
一
つ
の
文
書
目
録
と
し

　
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
史
料
上
の
異
体
字

・
合
字

・
略
字
な
ど

は
、
原
則
と
し
て
常
用
字
体
に
改
め

　
た
。

一
、
破
損

・
虫
損

・
抹
消
な
ど
に
よ
り
判
読

不
明
な
文
字
は
、
口

・
[　
　

]

な
ど
に
よ
り
表
し
た
。

一
、
目
録
欄
の

「整
番
」
は
、
本
目
録
に
よ
る
整
理
番
号
で
あ
る
。

一
、

「調
番
」
は
、
初
期
調
査
に
お
い
て
付
与
し
た
調
査
番
号
で
あ
る
。

一
、

「年
月
日
」
は
、
文
書
上
の
年
紀
と
し
、
記
録
等
で
記
載
年
代
の
幅
の
あ
る

も
の
は
最
初
の
年
紀
の
み
を
記
し
た
。
ま
た
、
年
紀
の
な
い
文
書
で
年
代
を
推

定
で
き
る
も
の
は

(　

)
内
に
表
し
た
。

一
、

「文
書
名
」
は
、
原
則
と
し
て
原
題
を
記
し
、
原
題
の
な
い
も
の
は
文
書
名

を
付
与
し

[　
　

]
内
に
記
し
た
。
ま
た
、
補
足
す
る
場
合
は

(　

　

)

内
に
記
し
た
。

、

「差
出
」
は
、
文
書
発
給
者
も
し
く

は
記
録
者
を
示
し
、
複
数
あ
る
場
合

は
、
適
宜
冒
頭
数
名
を
記
し
た
上
で
、
他

何
名
と
略
記
し
た
。

、

「宛
所
」
は
、
文
書
の
宛
名

・
宛
所
で
あ
る
。
敬
称

の
あ
る
も
の
は
記
載
し

　
た
。
複
数
あ
る
場
合
は
、

「差
出
」
と
同
様
に
処
理
し
、
略
記
し
た
。

、

「形
状
」
は
、
用
紙
に
お
け
る
竪
紙

・
切
紙

・
折
紙
の
区
別
を
し
た
う
え
で
、

紙
継
ぎ
の
継
印
の
あ
る
続
紙
と
、
継
印
の
な
い
継
紙
の
区
別
を

「竪
続
紙
」

　

「竪
継
紙
」

「切
続
紙
」

「切
継
紙
」
と
略
記
し
た
。
ま
た
、
冊
子
の
形
状
は

　

「竪
帳
」

「横
帳
」
な
ど
と
表
記
し
、
帳

ハ
ズ
レ
の
場
合
も
、
本
来
の
形
状
を

記
し
た
。

、

「員
数
」
は
、
状
も
の
は

「通
」
、
冊
子
形
状
の
も

の
は
表
紙

・
表
題
の
備
わ

　
っ
て
い
る
も
の
は

「冊
」
と
し
、
備
わ
ら
な
い
も
の
は

「綴
」
と
し
た
。
ま
た
冊

物
の
帳
ハ
ズ
レ
の
場
合
は
、
残
存
す
る
紙
数
を

「何
紙
」
と
記
し
た
。

一
、

「備
考

(
一
括
関
係
等
)
」
は
、
現
状
で
の
紙
縒

・
包
紙

・
巻
込
な
ど
に
よ
る

　
一括
関
係
、
前
欠

・
後
欠
な
ど
の
伝
存
状
況
な
ど
を
示
し
た
。
な
お
年
貢
関
係

文
書
に
は
、
こ
の
欄
に
免
定
記
載

の
石
高
を

『
Oミ

ω
刈
」

(七
九
四
石
七
斗
三

升
七
合
)
の
よ
う
に
数
値
の
み
で
記
し
た
。

一
、
本
文
書
目
録
の
作
成
は
、
母
利

・
吉
川
が
中
心
に
行

い
、
調
査
段
階
で
は
本

学
大
学
院
特
別
研
修
者
の
佐
竹
朋
子

・
川
崎
理
恵
、
本
学
大
学
四
回
生
の
鈴
木

麻
倫
子

・
田
中
め
ぐ
み

・
吉
葉
　
愛

・
渡
邊
友
花
、
同
三
回
生
有
働
春
香
が
参

加
し
た
。
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久世郡寺田村文書

工領主支配　　 1領 主発給文書(達書・指紙等〕

整番
1

2

3

4

5

6

7

8

調番

108

274

177

126

126

126

工26

565

枝

1

2

4

3

年 月 日

(元禄15年)6月29日

嘉永5年3月

丑年7月10日

5月1日

5月15日

5月16日

5月

10月25日

文 書 名

巳年御普請杭木代之事(入用代銀取集二
付達書)
為取替一札之事(寺田村、槙嶋村、久世村、
平川村)

[寺田村百姓上京二付達]

覚(御壼蔵道筋掃除二付人足差出之事)

覚(御壼蔵道筋掃除二付人足差出之事)

覚(御壼蔵道筋掃除二付人足差出之事)
覚(御茶治御用二付服砂蒹・勝り蒹差出之

事)

覚(三井下総守土砂留場御見分二付宿等
之儀仕度可有之)

差 出

吉井太左衛門

上林六郎内宮本忠左衛門・磯田岩三郎

御役所

上林久兵衛内西川勘次

上林久兵衛内西川勘次

上林久兵衛内西111勘次

上林久兵衛内西川勘次

熊木多右衛門

宛 所

寺田村庄屋・年寄中

寺田村・槙嶋村・久世村・
平川村当役中

寺田村役人申

寺田村庄屋・年寄申

寺田村庄屋・年寄中

寺田村庄屋・年寄申

寺環村庄屋・年寄中

寺田村庄屋中

形状

竪紙

竪続
紙
切継
紙
切継
紙
切継
紙
切紙
切紙

切継
紙

員数

1通

1通

1通

1逓

1通

1通

1逓

1通

備考(一括関係等)

126-1～4包 紙 一括

126-1～4包 紙一 括

126-1～4包 紙 一括

126-1～4包 紙 一手舌

工領主支配 2寺 田村発給文書(願書・届書・返答書・請書等)

565～568紙 縒 一括

整番

1

2

3

4

5

6

7

8

9

調番 枝

572

344

361

028

363

530

535

359

044

年 月 日

元禄ヱ3年2月27日

元禄17年3月

元文3年1月

覧保2年2月

寛保2年2月

寛保2年2月

寛保2年2月

寛保2年9月 ユ0臼

寛保3年3月

文 書 名

指上申候一札之事(畜類防のため鉄砲借

用願)

覚(溜池用水懸り田地高届書)

[居宅建直し願]

居宅取繕ひ御願

柱根次仕所 取々繕ひ御願

土蔵例別柱根次御願

居宅取繕ひ申度御願

奉差上一札(普請出来見分追願二付)

[居宅建直し願]

差 出

寺田村庄屋治兵衛 年寄忠右衛門・同
与三右衛門・同安兵衛、他6名

山城久世郡寺田村庄屋弥平次・同角左

衛門・同治右衛門・上林峯順御下同治
兵衛

城州久世郡寺田村百性願主仁兵衛・西
隣捨右衛門・東隣茂右衛門、他2名

城州久 瞳郡寺田村水呑百姓平兵衛・庄
屋政平 ・年寄源助

寺田村水呑百姓願主弥兵衛 ・庄屋政
乎・年寄源助

寺田村百姓五兵衛・庄屋政平・年寄源
助

寺田村百姓願主喜右衛門・庄屋政平・

年寄源助

城州久世郡寺田村百性願主惣四郎 ・南
隣庄左衛門・東隣弥左衛門・庄屋安兵

衛 年寄源助

城州久世郡寺田村願主百姓平兵衛 ・隣

家久大夫・庄屋源助 ・年寄安兵衛、他2

名

宛 所

上林峯順公様

小堀仁右衛門様

小堀仁左衛門様

小堀十左衛門

小堀十左衛門様

小堀十左衛門様

小堀十左衛門様

御奉行様

小堀十左衛門様

形状

竪紙

竪紙

竪継
紙
竪紙

竪続
紙
竪紙

竪続
紙
竪紙

竪紙

員数

1通

1通

1通

1

1

1通

1通

1通

ヱ通

備考(一括関係等)

569～586紙 縒 一一手舌

530～537紙 縒 一括

530～537紙 縒 ～括

霍



10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

533

367

567

594

597

595

139

596

598

329

531

532

534

536

537

026

362

366

寛保3年3月

宝暦12年6月

宝暦13年10月

明和元年12月9日

明和元年12月26日

明和2年2月4日

明和2年2月7日

(明和2)年2月

(明和2年2月)

明和4年2月23B

明和4年3月13日

明和4年3月13日

明和4年3月13日

明和4年3月13日

明和4年3月13日

明和4年3月23日

明和4年3月23日

明和4年3月23日

乍恐奉願假家総図(又兵衛借家のため本
建普請願)
奉差上一札(普請出来二付)

乍恐以書付御訴訟奉申上候(田畑夥敷虫
入仕候二付年貢減免)

乍恐御願奉申上候口上書(家来筋百姓弥
兵衛使役の古格二付)
乍恐奉願口上書(治兵衛・弥兵衛出入の日
延内済二付)

済状之写(道筋出入、家来筋絵図面飯代
諸入用二付)

済状之写(屋敷内道筋、家来筋争論二付)

乍恐済状(家来筋百姓給田二付)

[治兵衛 ・弥兵衛出入二付済状案]

乍恐奉差上Q上書(水度神社修復之儀二
付)

類焼跡二家作御願(去戌八月寺田村百姓
茂助方ヨリ出火)

普請之御願

焼跡二家作之御願

類焼跡二家作御願(去八月寺田村百姓茂
助方ヨリ出火)

土蔵建直シ申度御願

居宅建直シ申度御願

類焼跡二家作御願

普請之御願

城州久世郡寺田村願主百姓又兵衛 ・隣
家長助・庄黶源助・年寄安兵衛

城州久世郡寺田村百姓・願主太兵衛・

南隣庄吉 ・西隣作兵衛

城州久セ郡寺田村・庄屋源助 ・同治右

衛門・年寄惣助 ・同太兵衛・頭百姓茂左
衛門祠 六兵衛

御支配下寺田村百姓治兵衛

寺田村庄屋源助

城州久世郡寺田村願人百姓治兵衛・相

手百姓弥兵衛・挨拶人隣家源右衛門、
他7名

城州久世郡寺田村願人百姓治兵衛・相

手百姓弥兵衛 ・挨拶人隣家源衛門、他7
名

城州久世郡寺田村願人百姓治兵衛・相
手百姓弥兵衛・挨拶人

城州久世郡寺田村神主申島右京・水田

相模 ・氏子惣代七人之内文右衛門、他
5名

寺田村百姓願主甚左衛門・東隣五左衛
門・西隣清次郎・庄屋藤右衛門・年寄源

右衛門

寺田村百姓願主庄左衛門・北隣源三

郎・東隣喜左衛門・庄屋源助・年寄六兵
衛

寺田村百姓願主茂助・東隣庄兵衛 ・西
隣五左衛門・庄屋源助・年寄六兵衛

寺田村百姓願主太郎兵衛・西隣久兵
衛・東隣理右衛門・庄屋源助 ・年寄六兵

衛

寺田村百姓願主作十郎 ・東隣藤兵衛 ・
西隣六兵衛門・庄屋藤右衛門・年寄源

右衛門

寺田村願主百姓源兵衛・南隣新兵衛

北隣源十郎・庄屋藤右衛門・年寄源右
衛門

寺田村百姓願主五左衛門・東隣茂助・
西隣甚左衛門・庄屋藤右衛門・年寄源

右衛門

寺田村願主百姓八郎兵衛 ・東地境与

助・庄屋源助 ・年寄六兵衛

小堀十左衛門様

彳卸奉彳于孝叢

小堀数馬様御役所

小堀数罵様御役人中様

小堀数馬様御役所様

小堀数馬様

小堀数馬様

小堀数馬様

御奉行様

御奉行様

御奉行様

御奉行様

御奉行様

御奉行様

御奉行様

彳1冒}奉彳テ添隶

御奉行様

竪紙

竪紙

竪続
紙

竪継
紙
竪紙

竪継
紙

竪継
紙

切続
紙
堅紙
竪継
紙

竪続
紙

竪続
紙

竪続
紙
竪続
紙

竪続
紙

竪継
紙

竪続
紙

竪続
紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1

1通

1通

530～537紙 縒 一括

565～568紙 縒 一括

590～602紙 縒 一括

590～602紙1縒 一括

590～602紙 縒一 括

590～602紙 縒一 括

590～602紙 縒一 括

530～537紙 縒一括

530～537紙 縒一括

530～537紙 縒一括

530～537紙r・ 　 括

530～537紙 縒 一括

巨



28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

368

360

068

262

580

432

32ユ

404

519

187

430

521

263

517

431

581

520

576

1

明和4年3月23日

明和4年3月25日

明和4年3月

明和4年 閏9月

明和6年9月

明和6年10月10日

明和7年4月23日

明和7年4月23日

明和7年 閏6月

明和7年9月

明和8年9月IC

明和8年12月

明和9年7月

明和9年8月

明和9年9月

安永2年5月 ・:

安永2年9月

安永4年2月

類焼故二家作之御願

居宅建直シ申度御願(付図)

類焼跡二家作御願(当村百姓茂助方より出
火二付)

乍恐奉願口上書(検見取採用二付)

乍恐以書付奉願候(庄屋病気二付退役
願)

乍恐奉願口上書(二条御蔵詰舟賃車力米

渡 り方二付)

[溜池溺死の男死骸取片付二付願書〕

乍恐御断書(溜池にて死者の入相届)

乍恐以書御願奉申上候(御上納銀通紛失
二付)

御尋二付奉霽上候(旱損毛二付)

乍恐以書付御断奉申上候(木津月i筋苅捨

日二付)

乍恐以書御願奉申上候(木津川筋洪水荒
所の地普請赦免二付)

御尋二付御断奉申上候(城州久世郡寺田
村蒔植指木類植付不仕二付)

乍恐御願書(枠又吉奉公先での不正済方
二付)

乍恐以書付御断奉申上候(百姓八右衛門
明日願書差出二付)

居宅建直御願(寺田村蔵入百姓地絵図)

乍恐口上書(代官役所・預所裁許文書所
在二付)

乍恐以書付御願奉申上候(困窮二付検見
願)

寺田村百姓願主伝左衛門・北隣伝次郎
・東隣甚左衛門、他3名

寺田村百姓 ・願主太兵衛 ・西地隣伊右

衛門・庄屋源助、他1名

寺田村願主百姓利右衛門・東隣伝左衛
門・庄屋次左衛門・年寄理右衛門、他ユ
名

城州久肚郡寺田村、庄屋源助・年寄半

兵衛 ・同六兵衛、他2名

庄屋源助 ・年寄半兵衛 ・同半四郎・同太

兵衛

庄屋太兵衛・年寄半兵衛

城州久世郡寺田村女院様御料・准后

様御料・御除料庄屋藤右衛門同村御
蔵入庄屋太兵衛・年寄、他3名

寺田村庄屋藤右衛門・同口口 ・同太兵
衛 ・年寄十三郎 ・同利兵衛

城州久世郡寺田村庄屋太兵衛 ・年寄半
兵衛 ・同重三郎 ・同重右衛門・百姓惣代

忠右衛門

城州久世郡寺田村庄屋太兵衛 ・年寄重

右衛門

城州久世郡寺田村庄屋太兵衛 ・年寄重
三郎・同重右口口・百i生惣代忠左衛門

城州久世郡寺田村、庄屋太兵衛 ・年寄

半兵衛・同重右衛們

城州久世郡寺田村・又吉親八郎右衛門
・又吉請人又兵衛 ・庄や又兵衛

城州久世郡寺田村・願主八右衛門・同
又兵衛・庄屋太兵衛

寺田村願主百姓与左衛門・東隣同弥右
衛門・北隣同嘉兵衛・庄屋太兵衛・年寄
忠兵衛

城州久世郡寺田村・庄屋太兵衛・年寄
半兵衛・同重右衛門

城州久世郡寺田村庄屋太兵衛 ・年寄半
兵衛 ・同重三郎 ・同重右衛門・百姓惣代
忠右衛門

御奉行様

御奉行様

御奉行様

小堀数馬様御役所

ノ」丶堀数馬様彳卸役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所 ・林忠
左衛門様

伏見川方御奉行様

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

御奉行様

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

竪続
紙
竪続
紙

竪継
紙

竪紙

竪紙

竪紙

竪継
紙

堅紙

切継
紙

竪継
紙

切紙

竪紙

切紙

竪継
紙

切紙

竪継
紙

竪紙

竪継
紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

569～586紙 縒 一括

513～522紙 縒一 括

513～522紙 縒一括

513～522紙 縒一 括

569～586紙 縒 一括

513～522紙 縒一括

569～586紙 縒 ～括

巽



46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

058

578

160

161

373

429

498

511

462

518

501

220

544

243

242

243

244

190

229

259

2

1

2

安永4年9月18Q

安永5年1月21日

安永5年2月30日

安永5年6月

安永5年6月

安永5年6月

安永5年6月

安永5年6月

安永5年8月22日

安永5年8月

安永5年11月

安永5年

(安永5年)

安永6年2月

(安永6年 ヵ)

(安永6年 ヵ)

(安永6年 ヵ)

安永7年9月 朔日

安永7年10月

安永7年10月

氏神社御旅所建立申度御願

奉指上済状(役人、見分の際の入用銀不足

請取之済状差上)

乍恐御断奉申候(さよ忰多仲行衛不知二

付)

[新開地御改二付建札番附連印一札]

御吟味二付書付(女院領永荒地二付吟味
願)
指上申一札(御除地宮山の境目改め二付)

指上申一札(田畑山林荒芝等改二付境目
不明分届書)

御請書(御見取場高入二付)

乍恐御注進奉申上候(風雨により河川増水
二付)

乍恐口上書(百姓茂平後家座鋪料滞銀二
付)
御請書(松生芝地開発二付)

[田畑由林荒芝改増林役上納二付願書]

[書状](さよ・多仲引負二付)
一札(永福寺住寺木津川筋違願二付停止

願)

(高田村川筋附替目論見こ付願)

乍恐奉願上候(永福寺願出木illl筋瀬違
之儀二付停止願)

(永福寺願出新川筋附替二付停止願)

乍恐奉差上済状(久世村出作百姓源十郎
年貢上納銀二差詰二付)

[願書断簡]

[悪地分段免二付願書](城州久世郡寺田
村)

寺田村氏神社御旅所神主・中嶋右京・

水田兵庫・氏子惣代・三郎兵衛 ・安右衛
門座 人惣代与助 ・庄屋藤右衛門・同治
左衛門・同太兵衛 ・年寄十右衛門・同八

郎右衛門

城州久世郡久世村煩付不参甚左衛門・

許諾方娘いと・悴和吉、相手方庄屋勘
兵衛 年寄吉兵衛、同所長池村右吉和

伯父利右衛門、他4名

寺田村・百姓源助後家さよ・親類二付代
枠源吾 ・庄屋太兵衛、他1名

久世郡寺田村・御蔵天 庄屋太兵衛・年

寄十三郎、他2名 、仙洞様 ・女院様 ・新

女院様御料 ・庄屋藤右衛門・同次左衛
門、他9名

山城国久世郡寺田村 ・御蔵入庄屋太兵

衛 ・年寄十三郎 ・同重右衛門、他12名

城州久世郡寺田村神主右原・同筥庫

庄屋左兵衛 年寄十三郎・同重右衛門、
他12名

城州久世郡寺田村庄屋太兵衛 ・年寄
十三郎・同重右衛門・百姓惣代甚兵衛

寺田村庄屋藤右衛門・同治左衛門・年
寄甚左衛門

城州久世郡寺田村年寄十右衛門・庄屋
太兵衛

城州久世郡寺田村 ・御蔵入庄屋太兵衛
・年寄十三郎、他2名 、仙洞様女院様御

料庄屋藤右衛門、他10名

久世郡寺田村庄屋太兵衛・年寄十三郎
・同十右郎・百姓代忠右衛門

寺田村・久世村・平川村・水主村

久世村庄屋勘兵衛・年寄清兵衛 ・寺田

村百姓源十郎・庄屋太兵衛・年寄十三

郎

城州久世郡寺田村庄屋藤右衛門・同治
左衛門・同太兵衛、他5名

御奉行様

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所
小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬孝隶御役所

小堀数馬様御役所

竪継
紙

竪継
紙

切継
紙
竪継
紙

竪続
紙
竪紙
竪継
紙
竪紙

竪紙

切続
紙
竪継
紙

竪継
紙
堅紙
堅紙

堅紙
堅紙

切継
紙
切継
紙

切紙
竪続
紙

1通

1通

1

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

569～586紙 縒 一括/天

欠

前欠

513～522紙 縒 一括

前欠

542～552包 紙一括

242～244巻 込一括

242～244巻 込一括

242～244巻 込一括

242～244巻 込一 括

前欠
前欠

2



66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

7＆

77

78

79

80

81

82

83

84

85

48?

029

132

478

569

264

264

579

592

016

052

577

369

602

165

575

0ユ4

055

129

057

1

2

安永7年

天明4年 閏1月

天明4年 閏1月

天明4年8月9日

天明4年8月9日

天明5年7月2日

天明5年7月2B

天明5年10月

天明5年11月2日

天明9年1月

天明9年1月

寛政3年6月27日

寛政4年3月

寛政4年3月

寛 政7年3月 ・C

寛政7年8月

寛政8年2月23日

寛政8年2月23日

寛政11年4月29日

寛政13年2月15日

乍恐奉願上候(堤切荒所 ・淵成地等の

十五ヶ年年季増二付)

御蔵入天明四年辰閏正月御検地絵図

[寺田村見取場検地引絵図届書控]

差上申一札之事(猪鹿防のため御鉄砲預り
二付)

乍恐口上書を以奉願候(猪鹿多出のため

鉄砲拝借二付)

乍恐口上書(見取場新開吟味二付)

覚(見取場新開吟味二付返答書)

乍恐御届奉申上候(離縁二付届)

乍恐義絶御願(親類百姓八左衛門)

[城州久世郡寺田村浄土宗無本寺西照寺
庫裏作事願書控]
[浄土宗三縁寺下城州久世郡寺田村観音
寺普請届手控]
乍恐奉願候(印形紛失者再改め二付)

御尋二付乍恐口上書(田畑見取場の小前
帳指上)
乍恐口上書(見取場他高入宥免二付)

乍恐口上書(出水損毛のため年貢減免
願)

乍恐御請書(新規定免願二対スル吟味二

付)

普請之御願

普請之御願

乍恐普請模様替御願

仮建物御願

庄屋太兵衛

城州久世郡寺田村庄屋太兵衛 ・年寄茂
助 ・同与三右衛門・百姓惣代甚兵衛

寺田村預り主庄屋藤右衛門・同太兵
衛 ・同次左衛門、他年寄2名 、百姓惣代
2名、預 り主1名

城州久世郡寺田村庄屋藤右衛門・同太

兵衛 ・岡治左衛門・年寄儀右衛門、他2
名 ・百姓惣代五左衛門、他1名

城州久世郡久世村庄や勘兵衛 同寺田
村年寄茂助・同八郎右衛門

城州久世郡寺田村一家喜左衛門・同右
左衛門・庄屋与三右衛門・年寄茂助

城州久世郡寺田村八左衛門従弟百姓
喜右衛門・同断同忠右衛門・同人7家

同次兵衛

西照寺順教・庄屋与三右衛門・年寄源

助

観音寺達門・庄屋与三右衛門・年寄源

助

城州久世郡寺田村庄屋与三右衛門・年

寄源助

城州久世郡寺田村庄屋与三郎・年寄源

介 ・同甚二郎・百姓惣代兵衛

城州久世郡寺田村庄屋与三右衛門・年

寄源介・同半兵衛 ・百姓惣代甚兵衛

久世郡寺田村庄屋与三右衛門・年寄半

兵衛・百姓惣代五兵衛

寺田村三縁寺住持教誉 ・旦家惣代百姓

与三右衛門・年寄半兵衛

寺田村三縁寺住持敬誉 ・旦家惣代百姓
与三兵衛・庄屋与三右衛門・年寄半兵

衛

城州久世郡寺田村三縁寺旦家惣代百
姓与三兵衛 庄屋与三右衛門・年寄半
兵衛
弘願寺住持性誉 ・庄屋与惣右衛門・年

寄半兵衛

御奉行小田孫太郎様・安
田孫兵衛様
小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

秋月嘉市郎様 ・安藤七兵
衛様

御役人秋月嘉一郎様

京都御郡代様

京都御郡代様

御奉行様

御奉行様

内藤重郎様御役所

内藤重三郎様御役所

小堀縫殿様御役所

小堀縫殿様御役所

御奉行様

御奉行様

御奉行様

御奉行様

竪継
紙
竪紙

竪継
紙
竪継
紙

堅紙

竪紙

切継
紙

竪続
紙

堅継
紙

竪継
紙
竪継
紙
竪紙

切継
紙
切続
紙
竪紙

竪継
紙
竪継
紙
竪継
紙

竪紙

竪続
紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

前欠

569～586紙 縒一 括

264-1～2挟 込 一括

264-1～2挟 込一括

569～586紙t,　 括

590～602紙 縒～ 手舌

569～586紙 縒一手舌

590～602紙 縒一 括

871.763

.　/....　!569～586紙

縒 一 括

a



86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

514

131

181

113

293

106

106

114

127

125

601

353

128

034

619

168

624

193

323

119

1

2

文化元年9月

文化5年1月17Q

文化7年12月5日

文化7年12月6日

文化7年12月6日

(文化7)年12月

文化7年12月

文化8年2月

文化8年 閏2月13Q

文化8年6月

文化9年8月

文化10年10月

文化13年1月

文化13年2月18Q

文政6年10月3日

天保2年6月

天保2年8月9Ei

天保2年10月 朔B

天保2年10月9臼

天保2年12月

乍恐奉願口上書(土砂留場下草刈透二付)

乍恐勘当仕度御願(百姓源四郎[卆礒七身
持不行跡二付)

乍恐御訴奉申上候(墓所こて旅人行倒二
付)

御吟味二付申上候書付(寺田村二て旅入
彳7丁到二付)

御吟味二付申上候覚(行倒人発見の非人
番仙蔵申ロニ付)

[旅人病死人人相 ・所持雑物届書]

[旅人病死人仮埋葬届書]

修復御願

乍恐奉願m書(水 度天神社石燈籠取建
二付)

乍恐口上書(薬師寺・大泉院・長光寺・西照

寺・水度天神社取繕普請出来二付)

乍恐奉願口上書(猪鹿害二付松木抜伐願)

送り手形之事(死跡相続こより妻子引越二

付)

普請御願(仮本堂取建二付)

普請御願

普請御願(寺地内に物置取建二付)

乍恐書附を以奉御願上候(寺田・久世村出
作勘定二付)

乍恐口上書(新規井筋出入内済願)

乍恐以書付御届奉申上候(庄屋交代二付)

乍恐書附を以御願奉り候(御歳入株年寄

後役二付)

乍恐奉差上御請書(久世郡出作分年貢納
方二付)

寺田村年番源助・同州綴喜郡奈嶋村年
番忠左衛門
願入御蔵入城州寺田村百姓磯七親源
四郎磯 七徒弟儀兵衛・組合久助 ・庄
屋甚治良β、他1名

御蔵入寺田村庄屋半兵衛 ・年寄長右衛

門

右庄屋半兵衛・年寄長左衛門・百姓惣

代意兵衛

当御代官所御蔵入城州久世郡寺田村

庄屋半兵衛 ・年寄長右衛門、他1名

当御代官所城州久世郡寺田村庄屋半
兵衛・年寄長右衛門・百姓惣代甚兵衛
寺田村御役人

寺田村西照寺留主居圓道 ・庄屋半兵衛
・年寄甚次郎

城州久世郡寺田村水度天神社神主中

嶋左近・水田出雲・氏子惣代与兵衛、他
14名

寺田村庄屋甚五郎・長左衛門・六右衛
門・年寄文五郎

城州久世郡寺田村庄屋甚治郎、他7名 ・
同州同郡久世村庄屋吉兵衛、他8名

京都清水寺門前弐町目年寄清兵衛

寺田村弘願寺・庄屋 ・年寄

寺田村弘願寺宣誉 ・庄屋甚次郎・五人
組甚兵衛

寺田村三縁寺根誉 ・檀家惣代藤兵衛
庄屋甚兵衛、他1名

城州久世郡寺田村庄屋五郎兵衛、煩二

付代惣助・年寄半兵衛・庄屋茂左衛門、
煩二付代猪右衛門・同茂右衛門・年寄

甚五郎

城州久世郡寺田村御蔵入年寄猪右衛
門・百姓惣代伝左衛門
城州久世郡寺田村御蔵入株年寄猪右
衛門・此度年寄伝左衛門祠百姓惣代
太兵衛

城州久世郡寺田村上林・百姓 ・付添年

寄惣助

淀土砂方御奉行様

上林六郎様御役所

上林六郎様御役所

上林六郎様 ・御手代浅井

才助殿

上林六郎様・御手代浅井
才助殿
上林六郎様御手代浅井
才助殿

御奉行様

御奉行様

御奉行様

淀土砂方御奉行様

城州寺田村御蔵入・御役
人中

御奉行様
御奉行様

御奉行様

御奉行様

上林六郎様御役所

上

竪紙

竪続
紙

竪紙

竪継
紙
竪継
紙
竪継
紙
竪継
紙
竪続
紙
竪続
紙

竪続
紙
竪継
紙
切紙

竪帳
竪継
紙
竪帳

切紙

竪紙

竪紙

竪紙

竪紙

1通

1通

1通

ユ通

1通

1通

1通

1逓

1通

1通

1通

1通

1綴

1通

1綴

1通

1通

1通

1通

1通

513～522紙 縒 一手舌

106-1～2巻 込 一括/前

欠

106-1～2巻 込 一括

590～602紙 縒 一括

お



106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

446

466

099

099

350

203

205

326

408

626

476

423

415

400

100

100

419

206

414

427

395

582

1

2

1

2

天保3年8月6日

天保3年8月

天保3年9月13日

(天保3年9月13日)

天保3年9月13日

天保3年9月22日

天保3年9月23B

天保3年10月9日

天保3年10月IOQ

天保3年 閏11月28日

天保4年8月8B

天保4年8月19日

天保4年8月25Q

天保4年12月12日

天保5年6月22日

(天保5年6月22B)

天保5年6月27日

天保5年9月16日

天保5年11月5日

天保5年11月9日

天保6年5月13日

天保6年8月11日

乍恐奉願上候口上書(庄屋跡役二付)

乍恐書付を以奉候願上候口上書(新井筋
関板取払出入二付)
乍恐御訴奉申上候口上書(寺田村内墓所
にて行倒人処理二付)
[行倒人葬送願下書]

乍恐御訴奉申上候(往来人埋葬の丁　 付
願)

[金銭紛失出訴二付御届書]

乍恐御届奉申上候口上書(金子紛失二

付)

乍恐口上書(新規溝筋出入二付)

乍恐口上書(新規溝筋出入二付)

乍恐口上書(新規溝筋関板一件出入内済
破談二付御裁許願)
乍恐御願奉申上候口上書(淵成地本免入
二付)

乍恐御願奉申上候口上書(畑作不作二付
減免願)
乍恐御届ケ奉申上候御口上書(長光寺住
職交代二付)
乍恐御届奉申上候(夜叉観音の水溜紛失
二付)

乍恐書付を以御訴奉申上候(墓所にて首
縊人処理二付)

[首縊人処理二付訴状下書]

乍恐書付ヲ以御届申上候(大和海道墓所
にて鎰死人処置二付)

乍恐御届奉申上候(土蔵内銭紛失二付)
乍恐御願奉申上候(不作二付減免願)
乍恐御願奉申上候(年貢減免二付)

乍恐御訴奉申上候(往来手形所持人死去
二付)

乍恐奉願上候(浄瑠璃会催し二付願)

御蔵入百姓連印 ・百姓代宇兵衛 ・年寄
伝左衛門・同猪右衛門

右村庄屋猪右衛門

城州久世郡寺田村御蔵入太兵衛 ・伝

左衛門・猪右衛門

寺田村庄屋八郎右衛門・代重右衛門

城州久世郡寺田村上知株庄屋八郎右
衛門・代年寄重右衛門
城州久世郡寺田村庄屋八郎右衛門、他
2名 ・同州同郡久世村御蔵入庄屋 勧

修寺宮御家領庄屋・中園殿御家領庄屋
五左衛門、他3名

連印(寺田村力)

城州久世郡寺田村庄屋八郎右衛門・同

茂左衛門・同茂右衛門、他11名

同州(山城)久世郡寺田村御蔵入庄屋

猪右衛門・上地(知)方年寄重左衛門

御蔵入庄屋猪右衛門・年寄重三郎・上
知方庄屋八郎右衛門・年寄重左衛門

長光寺・旦那惣代半四郎 ・庄屋捻右衛

門

城州久世郡寺田村

城州久世郡寺田村庄屋猪右衛門・年寄
重三郎

城州久世郡寺田村御蔵入年寄重三郎 ・

庄屋猪右衛門

右村願人嘉兵衛・庄屋猪右衛門

城州久世郡 ・綴喜郡村々

城 州久世郡 ・綴喜 郡 村々・北 川村 ・打田

村 ・内里村 ・平川村 ・江津 村 ・上 津屋 村 ・

久世 村 ・宮ソロ村 ・水 主いせ 田村 ・寺 田

村 ・薮村 ・小 倉村

城州久世郡寺田村百姓代太兵衛・年寄

重三郎・庄屋猪右衛門

城州久世郡寺田村御蔵入株年寄重三
郎・庄屋猪左衛門

上林六郎様御役所

上林六郎様御役所

上林六郎様御役所
上林六郎様御役所

御奉行様

御奉行様

上林六郎様御役所

上林六郎様御役所

上林六郎様御役所

宇治御役所

宇治御役所

上林六郎様御役所

上林六郎様御役所

上

竪紙

竪紙

竪続
紙
切継
紙
竪継
紙
竪紙
竪紙

切紙

竪紙
竪帳

切継
紙
竪紙

切紙

切継
紙
竪続
紙
切紙
切紙

竪紙
竪紙
堅紙

竪紙

堅紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1綴

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

199～203紙 糸差

199～209紙 縒

100-1～2巻 込 一括

lOO-1～2巻 込 一括

199～209紙 縒一括

569～586紙 縒 一括1地

欠

00



128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

192

208

098

204

345

424

425

29＄

297

342

105

278

202

207

209

200

347

199

198

1

天保6年9月21日

天保6年10月11日

天保6年10月

天保6年ll月4日

天保7年3月

天保7年5月6日

天保7年11月2日

天保8年1月

天保8年9月 朔日

天保8年11月28日

天保9年3月7B

天 保9年6月 ・C

天保9年10月IC

(天保12年6月10日)

天保12年6月10日

天保12年7月9日

天保12年7月12日

天保13年11月14日

天保14年3月24日

乍恐以書付奉御願申上候(天候不順のた
め年貢減免二付)

乍恐御訴奉申上候(三縁寺紛失品二付)

乍恐口上書(本堂物品紛失二付)

乍恐書付を以御届奉申上候(紛失物二付)

一札(末寺下山城寺田弘願寺無住二付宗

旨印形高岳寺之申付置候届)
乍恐書付を以御届奉申上候(急病行倒人
全快二付)
乍恐御届書(急病行倒人全快二付)

御尋二付乍恐書付を以奉申上候(寺田村
御料 ・入会地高調査二付)

山城国久世郡寺田村(村内寺院切支丹宗
門改届書)
乍恐御届ヶ御申上候(盗賊箪笥・長持二入

置候着類紛失二付)

乍恐御尋二付書付を以奉申上候(御公儀

御代々御位牌所・孝行人・名山名所調査二
付)

乍恐以書付奉願上候(小倉村への用立米
返済二付)

乍恐御届奉申上候(土蔵内盗品二付)

乍恐盗賊御届奉申上候(土蔵内衣類)

乍恐盗賊御届ヶ奉申上候(甚太夫土蔵紛
失品二付)
乍恐以書付御届奉申上候(甚太夫紛失物
発見こ付)
乍恐御届奉申上候口上書(甚太夫土蔵へ
盗賊這入盗取候品之内脇差一腰発見二
付)
乍恐盗賊御届書(納戸紛失品二付)

乍恐書を以御願奉申上候(寺田村御蔵入
年寄半治郎病気二付退役願)

久世村庄屋二郎平 ・年寄喜平 ・寺田村
庄屋猪左衛門・同十四郎(久甦郡関係

者合計43名)

上林六郎殿御代嘗所城州久世郡寺田
村知恩寺末三縁寺煩二付代旦中惣代
藤右衛門・庄屋猪右衛門・年寄半四郎
願人源右衛門・庄屋猪右衛門

京都小川頭報恩寺役者・栖了軒

城州久肚郡・寺田村・御蔵入・年寄十三
郎・庄屋猪右衛門

御蔵入城州久世郡・寺田村・年寄重三
郎・庄屋猪左衛門

城州久世郡寺田村御蔵入庄屋猪右衛
門・年寄十三郎・同半四郎 ・百姓惣代太

兵衛・上地株庄屋重左衛門、他3名

寺田村庄屋甚五郎・年寄平右衛門

右村願人半四郎 ・庄屋猪右衛門

城州久世郡寺田村庄屋猪右衛門

城州久世郡寺田村庄屋重左衛門・庄屋
猪右口口

城州久世郡寺田村御蔵入株乍年寄役・

届人重三郎・庄屋猪右衛門

願人百姓甚太夫 ・庄屋猪右衛門

城州久世郡寺田村庄屋猪右衛門

城州久世郡寺田村御蔵入株庄屋猪右
衛門

御蔵入城州久世郡寺田村百姓御届人
庄左衛門・年寄重三郎
御蔵入百姓惣代太兵衛 ・済役年寄重右
衛門

宇治御役P)〒

御奉行様

上林六郎様御役所

上林御役所様

上林六郎様御役所

上林六郎様御役所

上林六郎様御役所

御奉行様

上林六郎様御役所

上林六郎様御役所

上林六郎様御役所

上林六郎様御役所

上林六郎様御役所

上林六郎様御役所

上

上林六郎様御役所

上林六郎様御役所

切継
紙

竪紙
竪帳

切継
紙
切紙

切紙

竪継
紙
竪続
紙

堅紙

切継
紙
切紙

竪続
紙
竪帳

竪紙

切継
紙
竪継
紙
切紙

切継
紙
切継
紙

1通

1通

1綴

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1綴

1通

1通

1通

1通

1通

1通

199～209紙 縒 一括

199～209紙 縒 一括

調番424と同内容

2939.321(御 料 御蔵 入

810.883!女 院様 御 料

上 知796.423!仙 頭 様

御 料1001.35171大 宮様1

御 料315.244/八 幡 閼

加 井坊 灯明料15.8)

199～209紙r　 括

199～209紙 縒 一括/

209の 草案

199～209紙 縒 一括

199～209紙 縒 一括

199～209紙 縒 一手舌

器



147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

452

463

573

467

590

406

393

471

623

221

102

437

420

115

191

196

208

219

231

232

234

235

3

2

2

天保14年3月24日

天保14年4月28日

天保14年11月7日

芙保15年9月27日

(弘化元年)12月18日

弘化2年10月20日

(弘化2年11月29日)

弘化3年2月6日

弘化4年2月27日

弘化4年12月

安永7年10月

巳閏3月16日

5月14臓

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月瞑未詳

年朋 未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月B未詳

年月臓未詳

乍恐書付を以御届奉申上候(銀具類再御
調二付)
乍恐書付を以奉申上候(郡中割村入用帳
面取調二付)
乍恐書付を以御願奉申上候(不作地高差
引二付)

乍恐奉御願上候口上(検見前諸作五歩苅
二付)

乍恐御訴詔(寺田村磯二郎借金返済二伺う

乍恐口上書(水損二付年貢減免願)

[行倒人死去二付一札下書]

乍恐奉願口上書(久世郡久世村・平川村・
寺田村凶作続二付美食貸付願)

乍恐返答書(貸銀出入訴訟二付)

五ヶ村連判書付之事(上林六郎勝手向入
用金済方二付)

乍恐奉願上候(堤切所年貢減免二付願書)

乍恐御断書(非人体の者行倒二付)

乍恐請書(病死人風体届)

乍恐奉願上口上書(古川筋新規関板并井
路筋争論二付)
乍恐奉御願申上候(干損減免二付)
乍恐奉願上口上書(寺田村庄屋役相極り
連印を以て奉願上候処他行之者御座候間
御猶預被成下)
[三縁寺紛失物届書]

指上申一札(田畑并山林塚荒芝草場分検

絵図仕立二付)

[寺田村 ・久世村庄屋 ・年寄連判用状断簡]

乍恐口上書(新開場所願書二付)

乍恐口上書(新開場所見取願二付)

[久世村庄屋 ・年寄連判用状断簡

寺田村惣代庄屋猪右衛門・内里村庄屋
市兵衛
寺田村庄屋猪右衛門

上知庄屋大助 ・年寄平左衛門・百姓代

茂(ヵ)兵衛、御蔵入庄屋猪右衛門・年寄
十三郎・百姓代太兵衛

城州久世郡惣代寺田村庄屋猪右衛門・
同州綴喜郡惣代内里村庄屡市兵衛
訴詔人利右衛門

寺田村庄や猪右衛門・年寄十三郎・百
姓代太兵衛 同封上知方庄屋丈助 ・年

寄平左衛門・百姓代五郎兵衛・他1名

久世村庄屋治兵衛 年寄勘右衛門・百
姓代安左衛門、他8名(平 川村と寺田

村)

城州久世郡寺田村庄屋猪右衛門・年寄

十三郎・先年寄半四郎

寺田村庄屋猪右衛門・槙嶋村庄屋丈

助 ・久世村年寄重三郎 ・平川村年寄平
左衛門・伊勢田村

寺田村庄屋・年寄 ・惣百姓

寺田村庄屋藤右衛門.n太 兵衛・年寄
八郎右衛門

寺田村 ・番人清工 郎 ・IpJ宇吉

寺田村両株

三縁寺・同寺世話方物代源助 ・庄屋猪

右衛門・年寄十三郎

城州久世郡寺田村庄や太日口・年寄藤
介・同州同郡久世村庄や勘兵衛・年寄

吉兵衛

同州同郡久世村庄屋勘兵衛・年寄吉兵
衛

上林六郎様御役所

上林六郎様御役所

築山茂左衛門様御役所

都筑金三郎様御役所

小堀勝次郎様御役所

小堀勝太郎様御役所

小堀数馬様御役所

小堀様

上林栄次郎様御役所御
役人様

宇治御役所様

秋月嘉一郎様 ・安藤七兵
衛様

切紙

竪紙

竪紙

竪紙

切紙

竪紙

切紙
堅紙

竪帳

竪続
紙

竪継
紙
切継
紙
切紙

竪紙

竪紙
堅紙

切続
紙
切継
紙
切紙

竪紙
竪紙
竪続
紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1綴

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

569～586紙 縒 一括

59Q～602紙 縒 一括

343-1～3巻 込一括

471-1～2巻 込 一括

199～209紙 縒 一一括1

208-1巻 込

後欠

前欠

前欠

00



169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

1'79

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

244

266

271

290

291

302

306

328

360

364

365

391

399

428

443

448

464

469

471

472

543

568

568

571

585

1

2

1

1

2

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日来詳

年朋 未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日来詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月B未詳

年月臼未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月田未詳

乍恐奉願口上書(川籏附替目論見二付願)

見分書付(廻国躰旅人行倒死男)
乍恐以書付奉申上候(田畑吟味願)

家作願印(家作願二付八郎兵衛以下人名
書上)
[宇治七ヶ村困窮二付高懸米免除願]

乍恐以書付御伺奉申上候(久世郡寺田村
年貢等納方二付)
乍恐嘆訴御願奉申上候(久世郡関板一件
二付)

乍恐奉願上候(立毛不作二付)

[居宅詳細図]

[屋敷平面図]

有来土蔵建直シ申度御願

乍恐奉願上候(不作のため年貢減免二付
願)

[人相書]

乍恐添状(屋敷内道筋へ建物建出二付)

[新井路除キ争論内済破談二付御裁許願
書]
就御尋口上書(勧修寺宮御領米売捌所引
移り二付)
乍恐以書付御願奉申上候(木綿作雨続二
付不熟のため物成下免願)
乍恐書付を以御侘奉願上候(年貢手本米
不調法二付)
乍恐返答書(勧修寺宮様分年貢納入之分
散割合差留二付)
乍恐口上書を以御訴奉申上候(盗賊紛失
品の内脇差発見届案)
宝永七庚寅年久世村出作公事出入之写
[屋敷絵図]

[私屋敷地二居宅・大蔵 ・隠居長屋立直シ
願]

覚(村明細帳等の案文三通目録)

(砂入地年貢本高宥免二付願書)

願主北ノ堀内喜右衛門
城州久世郡寺田村・願主百姓仁兵衛

(城州久世郡寺田村)

(御下久世郡寺田村)

両村(寺田村・久世村)口口

寺田村庄屋・年寄 ・新田村庄屋・年寄 ・
平川村庄屋・年寄

城州久世郡村々・同州綴喜郡村々

(郡代所)

城州久世郡寺田村庄屋太兵衛・年寄半

兵衛 ・頭百姓忠右衛門

(上)

(上)

(村)

小堀数馬様御役所

竪継
紙
切紙
竪継
紙
切継
紙
竪継
紙
切継
紙
切紙

堅継
紙
切紙
竪紙
切継
紙
竪継
紙
切紙
竪続
紙
切継
紙
竪紙

竪紙

切継
紙
堅続
紙
竪継
紙
竪紙
切紙

切紙

堅紙

竪継
紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1枚

1通

1通

1通

ヱ枚

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

242～244巻 込一 括

後欠

後欠

後欠

後欠

全面墨引きにより反故

471-1～2巻 込一括

542～552包 紙 一括

565～568糸 氏縒一季舌1

568-1～2折 込一 括

565～568糸 氏縒一手舌1

568-1～2折 込一 括

569～586紙 縒一 括

569～586紙 縒 一括1前

欠 詣



194

195

586

639

年月日未詳

年月日未詳

乍恐以書口御願奉申上候洪水二付願書)

旅人行倒書付[包紙]

竪継
紙
切紙

1通

1枚

569～586紙 縒一 括1

後 欠

1領 主支配 3年 貢関係文書(免 定・皆済目録等)

整番
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

調番
027

025

053

063

477

III

435

075

272

273

056

257

oso

251

315

256

316

258

338

枝 年 月 日

元禄5年11月27日

元禄6年12月3日

元禄7年11月

元禄8年11月9日

元禄9年11月

元禄10年ll月

元禄ll年11月

元禄12年11月

元禄13年12月3日

元禄14年11月25日

元禄15年12月

元禄16年11月

宝永3年12月3日

正徳3年11月

正徳4年11月

iF徳4年12月

正徳5年11月

正徳6年3月

享保元年11月

文 書 名

申歳免定之事(久世郡寺田村)

酉歳免定之事(城州久世郡寺田村)

戌歳免定之事(久世郡寺田村)

[寺田村免定]

子歳免定之事(久世郡寺田村)

丑年免定之事(久世郡寺田村)

寅之歳免定之事(久世郡寺田村)

卯歳免定之事(久世郡寺田村)

辰歳免定之事(久世郡寺田村)

巳年免定之事(久世郡寺田村)

午歳免定之事(久世郡寺田村)

未歳免定事(久世郡寺田村)

戌年免定之事(久世郡寺田村)

巳年免定之事(久世郡寺田村)

午歳免定之事(久世郡寺田村)

加免之事(久世郡寺田村)

未年免定之事(久世郡寺田村)

未年加免之事(久世郡寺田村)

申年免定之事(久世郡寺田村う

差 出

(上林)峯順

峯順

峯順

峯ll贋

峯順

峯順

峯川頁

峯順

峯順

峯順

峯順

峯順

峯順

(上林)門太郎

門太郎

門太郎

門太郎

門太郎

門太郎

宛 所

寺田村庄屋 ・年寄・惣百姓
中

寺田村庄屋 ・年寄・百姓中

寺田村庄屋 ・年寄・小百姓

寺田村庄屋 ・年寄・百姓中

庄屋 ・年寄・惣百姓中

寺田村庄屋 ・年寄・小百姓

寺田村庄屋 ・年寄 小百姓
中

寺田村庄屋年寄小百姓

寺田村庄屋 ・年寄・小百姓

寺田村庄屋 ・年寄・小百姓

寺田村庄屋 年寄・小百姓

寺田村庄屋 ・年寄・小百姓

寺田村庄屋 ・年寄・小百姓

寺田村庄屋 ・年寄・小百姓

庄 屋 ・年寄 ・小百姓

寺田村庄屋 ・年寄・小百i生

庄 屋 ・年寄 ・小百姓

寺田村庄屋 ・年寄

寺田村庄屋 ・年寄・小百姓

形状

竪紙

竪紙

竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙

員数
1通

1通

1通

三通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

備考(一括関係等)

794.737

(取米395.772)

794.737

(取x:363.99)

794.737

(取米377.5)

前欠

794.737

794.737

794.737

794.737

(取米355.247)

794.737

794.737

794.737

(取米336.571)

794.737

794.737

(取米364,466)

794.737

(取米320.279)

794.737

(取 米182.79)

13.'794

794.737

(取米320.737)

794.737

794.737

臠



20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

382

136

147

383

280

294

493

138

265

295

295

372

494

005

046

322

071

237

225

236

224

226

504

144

1

2

享保7年11月

享保8年11月

享保9年2月

享保9年ll月

享保10年11月

享保11年ll月

享保11年11月

享保12年11月

享保13年4月

享保13年11月

申年ll月

享保13年11月

享保14年11月

享保15年11月

享保16年11月

享保17年1月

享保17年11月

享保17年11月

享保18年11月

享保18年11月

享保19年11月

享保19年11月

享保20年8月

享保20年11月

寅年免定(久世郡寺田村)

卯年免定(久世郡寺田村)

卯年御取箇増米(久世郡寺田村)
辰年免定(久世郡寺田村)

巳年免定(久世郡寺田村)

午年免定(久世郡寺田村)
午年免定(久世郡寺田村)

未年免定(久世郡寺田村)

午年御納米大豆払方勘定目録(久世郡寺
田村)
申年免定(久世郡寺田村)

[御蔵入寺 田村池ノ下・西垣内分石高書
上]

申年免定(久世郡寺田村木津川堤外流
作)
酉年免定(久世郡寺田村)

戌年免定(久世郡寺田村)

亥年免定(久世郡寺田村)

子ノ御納米大豆払方勘定目録(久世郡寺
田村)

子年免定(久世郡寺田村)

子年免定(久世郡寺田村木津川筋堤外流
作)
丑年免定(久世郡寺田村)

丑年免定(久世郡寺田村木津川筋堤外流
作)
寅年免定(寺田村木津川筋堤外流作)
寅年免定(久世郡寺田村)

子ノ御納米大豆払右勘定目録(久世郡寺
田村)
卯年免定(久世郡寺田村)

玉虫左兵衛

玉虫左兵衛

玉虫左兵衛
玉虫左兵衛

玉虫左兵衛

玉虫左兵衛
玉虫左衛門

玉虫左兵衛

庄屋源助・年寄安兵衛

玉虫左兵衛

玉虫左兵衛

小堀仁右衛門

小堀仁右衛門

小堀仁右衛門

庄屋源助・年寄安兵衛

小堀仁右衛門

小堀仁右衛門

小堀仁右衛門

小堀仁右衛門

小堀仁右衛門
小堀仁右衛門

庄屋源助・年寄安兵衛

小堀仁右衛門

庄屋 ・年寄 ・百姓 中

庄屋 ・年寄・百姓中

庄屋 ・年寄 ・百姓

庄屋 ・年寄・百姓中

庄屋 ・年寄・百姓中

孫平次勝兵衛とのへ
庄屋 ・年寄・百姓中

庄屋 ・年寄・百姓中

玉虫左兵衛様

庄屋 ・年寄・百姓中

薪開支配人

庄 屋 ・年寄 ・百姓 中

庄屋 ・年寄 ・百姓 中

庄屋 ・年寄 ・百姓 中

小堀仁右衛門

庄屋 ・年寄 ・百姓 かたへ

庄屋 ・年寄かたへ

庄 屋 ・年寄 ・百姓 かたへ

庄屋・年寄かたへ

庄屋・年寄かたへ

庄屋・年寄 ・百姓かたへ

小堀仁右衛門様

庄 屋 ・年寄 ・百姓 かたへ

竪続
紙
竪続
紙
切紙
竪続
紙
竪続
紙
竪紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
切紙

竪紙

竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪継
紙
竪続
紙
竪紙

竪続
紙
竪紙

竪紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

794.737

794.737

3ユ79

794.737

794.737

畝高二反三畝十四歩
794.737

794.737

794.737

794.737/295-1～2巻 込

〆3.940/295-1～2巻 込

1.591

794.737

794.737

794.737

取 米415.595

794.737

1.591

794.737

1.591

1.591

794.737

794.737

794.737

誌



44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

148

538

541

539

540

304

305

301

303

421

133

587

588

589

089

553

473

064

554

069

049

413

341

343

006

享保20年11月

元文元年11月

元文元年11月

元文2年11月

元文2年ll月

元文3年12月

元文3年12月

元文4年ll月朔日

元文4年11月

元文5年11月

寛保元年11月

寛保元年11月

寛保2年11月

寛保2年11月

寛保3年6月

寛保3年10月

延享2年3月

延享3年11月

延享3年11月

延享4年10月

延享4年11月

延享4×11月

寛延元年11月

寛延元年11月

寛延2'11月

卯年免定(久世郡寺田村)
辰年免定(久世郡寺田村)

辰年免定(久世郡寺田村木津川堤外流作)

巳年免定(久世郡寺田村)

巳年免定(久世郡寺田村木津川堤外流作)

午年免定(久世郡寺田村木津川堤外流作)
午年免定(久世郡寺田村)

未年免定(久世郡寺田村)

未年免定(久世郡寺田村木津川堤外流作)
申年免口(久世郡寺田村)

酉年免定(久世郡寺田村木津川堤外流作)
酉年免定(久世郡寺田村)

戌年免定(久世郡寺田村流作)

戌年免定(久世郡寺田村)

午年御納米大豆払方勘定目録(久世郡寺
田村御蔵入)
亥御年貢可納割付之事(山城国久世郡寺
田村流作場)
覚(寺田村流作場年貢免定)

寅年免定(久世郡寺田村薪田)

寅年免定(久世郡寺田村)

寅御年貢皆済目録(久世郡寺田村流作)

卯年免定(久世郡寺田村)

卯年免定(寺田村木津川筋堤外流作)
辰年免定(久世郡寺田村)

辰年免定(久世郡寺田村新田当辰水損皆
無)
巳年免定(久世郡寺田村)

小堀仁右衛門
小堀仁右衛門

小堀仁右衛門

小堀仁右衛門

小堀仁右衛門

小堀左源太
小堀左源太

小堀左源太

小堀[]

小堀左口口

小堀十左衛門
小堀十左衛門

小堀十左衛門

小堀十左衛門

寺田村庄や源助・年寄安兵衛

青木次郎九郎

青木次郎九郎

小堀十左衛門

小堀十左衛門

頭百姓彦兵衛・年寄安兵衛 ・庄屋源助

小堀十左衛門

小堀十左衛門
小堀十左衛門

小堀十左衛門

小堀十左衛門

庄屋・年寄

庄屋・年寄 ・百姓申

庄屋・百姓中

庄屋・年寄 ・百姓中

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・年寄 ・百姓申

庄屋 ・年寄 ・百姓中

庄屋 ・年寄 ・百姓中

庄屋 ・年寄 ・百姓申

庄屋 ・年寄 ・百姓中

庄屋 ・年寄・百姓中

庄屋 ・年寄 ・百姓中

庄屋 ・年 寄 ・百姓 中

庄屋 ・年 寄 ・百姓 中

小堀十左衛門様

右村庄屋 ・惣百姓

右村流作場

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・年 寄 ・百姓 中

小堀十左衛門様御役所

庄屋 ・年 寄 ・百姓中

庄屋 ・年 寄 ・百 女生中

庄屋 ・年 寄 ・百姓中

竪紙
竪続
紙
竪紙

竪続
紙
竪紙

竪紙
竪続
紙
竪続
紙
竪紙
竪続
紙
竪紙
竪続
紙
竪紙

竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙

1通

1逓

1通

1通

樋

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1.591

794.737/538～541糸 氏

縒 一括

1.591!538～541紙 縒
一括

794.737/538～541紙

縒 一括

1.591/538～541紙 縒
一括

1.591

794.737

794.737

1.591

794.737

1.591

794.737/5＄7～589紙

縒一括

1.591/587～589紙 縒
一括

794!7371587～589紙

縒一 括

082～091紙 縒一括

(取米417.48)

1.5911553～554紙 縒
一括

1.591

1.591

794.737/553～554紙

縒一 括

1.591(取 米0.191)

794.737

1.591

794.737

1.591

796.328

認



69

70

71

72

73

74

75

76

77

7s

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

167

007

010

158

156

155

154

141

142

143

123

379

380

210

211

212

213

214

215

416

216

217

寛延3年11月

寛延4年8月

宝暦2年6月

宝暦3年6月

宝暦4年6月

宝暦5年6月

宝暦6年6月

宝暦8年8月

宝暦9年6月

宝暦10年10月

宝暦11年9月

宝暦12年6月

宝暦13年6月

安永2年9月

安永3年3月

安永4年5月

安永5年3月

安永6年3月

安永7年3月

安永7年10月

安永8年3月

安永9年3月

午年免定(久世郡寺田村)

午年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

未年御年貢皆済目録(久世郡寺田村新田
共)
申年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

酉年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

戌年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

亥年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

丑歳御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

寅年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

卯年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

辰年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

巳年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

午年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

辰年御年貢皆済目録(城州久世郡寺田村)

巳年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

午年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

未年御年貢皆済目録(城州久世郡寺田村)

申年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

酉年御年貢皆済目録(城州久壁郡寺田村)

乍恐御願奉申上(寺田村荒地本免減免二
付)
戌年御年貢皆済目録(久肚郡寺田村)

亥年御年貢皆済目録(城州久世郡寺田村)

小堀十左衛門

寺田村庄屋安兵衛 年寄七郎兵衛・頭
百姓彦兵衛、他3名

寺田村庄屡安兵衛・年寄七郎兵衛 ・頭
百姓伊右衛門

城州久世郡寺田村庄屋安兵衛・年寄七

郎兵衛 ・同平兵衛、他3名

城州久世郡寺田村庄屋安兵衛・年寄七

郎兵衛 ・同平兵衛、他3名

城州久世郡寺田村庄屋安兵衛・年寄七

郎兵衛 ・同平兵衛、他3名

城州久世郡寺田村庄屋安兵衛 年寄平
兵衛・頭酉性半兵衛
城州久世郡寺田村庄屋安兵衛・年寄甚

兵衛・百姓惣代半兵衛

寺田村庄屋安兵衛 年寄七郎兵衛・百
姓惣代半兵衛
寺田村庄屋安兵衛・年寄平兵衛 百姓
半兵衛
寺田村庄屋源助・年寄安兵衛 同半兵

衛 ・百姓惣代茂助

寺田村庄屋源助・年寄安兵衛 同半兵

衛 ・百i生茂助

庄屋源助・年寄半兵衛 ・同太兵衛、他2

名

城州久世郡寺田村庄屋太兵衛 ・年寄半

兵衛 同十右衛門・百姓代忠右衛門

城州久世郡寺田村庄屋太兵衛 ・年寄半

兵衛・頭百姓忠右衛門

城州久世郡寺田村庄屋太兵衛 年寄半

兵衛・年寄重三郎・年寄重右衛門・頭百
姓忠右衛門

城州久世郡寺田村庄屋太兵衛 ・年寄重
三郎・頭百姓甚兵衛

城州久世郡寺田村庄屡太兵衛 ・年寄重
三郎・百姓惣代甚兵衛

城州久世郡寺田村庄屋太兵衛 ・年寄
十三郎・百姓惣代甚兵衛

御蔵入寺田村惣百駐名前・庄屋年寄、

百姓58名 連印

城州久世郡寺田村庄屋太兵衛 ・年寄

十三郎・同十右衛門・百姓惣代甚兵衛

城州久世郡寺田村庄屋太兵衛 年寄重
三郎・同重右衛門・百姓惣代甚兵衛

庄屋・年寄 ・百姓中

小堀十左衛門様御役所

小堀十左衛門様御役所

小堀十左衛門様御役所

小堀十左衛門様御役所

小堀数馬様御役所

ノ」丶堀数 馬孝黍彳隹卩彳殳房テ

ノニf、堀 数 馬 黍叢彳逢卩彳殳P)1'

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

小堀数馬様御役所

竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙

竪続
紙
竪続
紙
竪継
紙
竪続
紙
竪紙

竪続
紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1

1通

1通

1

1通

1

1通

1通

1

1

1通

1通

1通

796.328

796.328

796.328

(取米461.652)

796.328

・.

(取爿く二411ユ54)
・.

(取米386.089)

796.328

(取米416.607)

796.328

796.328

796.328

796.328

796.328

796.328

801!ア63/210～217裹 丑一

括

801.763/210～217紐 一

括

801.763/210～217紐 一

括

801.763/210～217紐 一

括

801!76312ヱ0～217紐 一

括

801.763/210～217紐 一

括

801.763/210～217紐 一

括

801.763/210～217紐 一

括 詔



91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

0＄2

188

084

270

086

299

085

438

083

os7

oss

090

091

439

609

152

611

604

614

603

405

615

天明元年5月

天明元年11月

天明2年5月

天明2年11月

天明3年3月

天明3年11月

天明4年3月

天明4年11月

天明5年3月

天明6年3月

天明7年3月

天明8年3月

寛政元年3月

寛政元年11月

寛政2年2月

寛政2年11月

寛政3年3月

寛政4年3月

寛政4璃1月

寛政5年3月

寛政5年11月

寛政5年11月

子年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

丑年免定(久世郡寺田村)

丑年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

[寺田村年貢割付状]

寅年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

卯年免定(久世郡寺田村)

卯年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

辰年免定(久世郡寺田村)

辰年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

巳年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

午年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

未年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

申年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

[寺田村酉年免定]

酉年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

戌年免定(久世郡寺田村)

戌年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

亥年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

子年免定(久世郡寺田村)

子年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

融通段免之訳(久世郡寺田村)

丑年免定(久世郡寺田村)

城州久世郡寺田村庄屋太兵衛・年寄

十三郎・同与三右衛門・百姓惣代甚兵
衛

小堀数馬

城州久世郡寺田村庄屋太兵衛・年寄与
三右衛門・百姓惣代甚兵衛
小堀数馬

城州久世郡寺田村庄屋太平衛・年寄与
三右衛門・同茂助 ・百姓惣代甚兵衛

小堀数馬

城州久世郡寺田村庄屋太兵衛 ・年寄与
三右衛門・同茂助 ・百姓惣代甚兵衛

小堀数馬

城州久世郡寺田村庄屋太兵衛 ・年寄与
三右衛門・同茂助 ・百姓惣代甚兵衛

城州久世郡寺田村庄屋与三右衛門・年

寄茂助・同源助 ・百姓惣代甚兵衛

城州久世郡寺田村庄屋与三右衛門・年

寄源助 ・百姓惣代甚兵衛

城州久世郡寺田村庄屋与三右衛門・年

寄源助・同重三郎 ・百姓惣代甚兵衛

城州久世郡寺田村庄屋与三右衛門・年
寄源助・同甚次郎・百姓惣代甚兵衛

内藤重三郎

城州久世郡寺田村庄歴与三右衛門・年
寄源助・同甚次郎・百姓惣代甚兵衛

内藤重三郎

城州久世郡寺田村庄屋与三右衛門・年

寄源助・同甚次郎・百姓惣代甚兵衛

城州久壁郡寺田村庄屋与三右衛門・年

寄源助・甚次郎・百姓惣代甚兵衛

内藤重三郎

城州久世郡寺田村庄屋与三右衛門・年

寄源助・百姓惣代甚兵衛

内藤重三郎御役所

内藤重三郎

小堀数馬様御役所

庄屋 ・年寄・百姓中

小堀数馬様御役所

庄屋 ・年寄・百姓中

小堀数馬様御役所

庄屋・年寄 ・百姓中

小堀数馬様御役所

庄 屋 ・年寄 ・百姓

京都御郡代所(小堀数馬)

京都御郡代所(小堀数馬)

京都御郡代所(小堀数馬)

京都御郡代所

京都御郡代所

庄 屋 ・年寄 ・百姓

内藤重三郎様御役所

庄屋・年寄 ・百姓中

内藤重三郎様御役所

内藤重三郎様御役所

庄 屋 ・年寄 ・百姓 中

内藤重三郎様御役所

(寺田村)

庄屋 ・年寄 ・百姓 中

竪続
紙

竪続
紙
竪継
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪継
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪紙

竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
切継
紙
竪続
紙

1通 801.763

(取米40492)1082～
091紙 縒一 括

三通 801.763

1通 801.763(取 米373。272)

1082～091紙 縒 一括

1通 678.3291前 欠

1通 801.763(取 米357.891)

1082～091紙 縒 一季舌

樋 801.763

1通 801!763(取 米373.389)

/082～091紙 縒一括

1通 801.763

1通 801.763(取 米380.191)

/082～091紙 縒一括

1通 803.533(取 米384.3'73)

1082～091紙 縒 一 手舌

1通 803.533(取 米254.189)

/082～091紙 縒一括

1通 803.533/082～091紙

縒 一括

1 803.5331082～091紙

縒 一括

1通 毛 付残 高776!712

1通 803.533(取 米455.296)

1603～616紙 縒 一括

1通 801.763

1通 803.533(取 米467.418)

/603～616一 括

1通 810.883(取 米480.821)

/603～616紙 縒 一}舌

1通 801!763/603～616紙

縒 一括

1通 810.883(取 米454.163)

1603～616紙r・ 　 括

1通

1通 801.763/603.616;x＆

縒 一 括

Orn



113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

610

616

612

182

607

183

605

184

422

608

239

497

613

401

490

606

173

491

254

189

261

238

寛政6年3月

寛政6年ll月

寛政7年3月

寛政7年11月

寛政8年3月 朔日

寛政8年ll月

寛政9年3月

寛政9年11月

寛政9年11月

寛政10年3月

寛政10年11月

寛政10年11月

寛政11年3月

寛政11年11月

寛政11年ll月

寛政12年3月 朔B

寛政12年11月

寛政12年11月

享和元年11月

享和元年

享和2年10月

享和2年11月

丑年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

寅年免定(久世郡寺田村)

寅年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

卯年免定(久世郡寺田村)

卯年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

辰年免定(久世郡寺田村)

辰年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

巳年免定(久世郡寺田村)

融通段免(久世郡寺田村)

巳年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

午年免定(久世郡寺田村)

段免添書(久世郡寺田村本田畑段免取米
仕訳書)
午年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

未年免定(久世郡寺田村)

未年免定(久世郡寺田村)

朱年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

段免添書(久世郡寺田村)

申年免定(久世郡寺田村)

段免添書(城州久世郡寺田村)

酉可納御年貢割附之事(山城国久世郡寺
田村)
戌可納御年貢割附之事(城州久世郡寺田
村)
段免添書(城州久世郡寺田村)

城州久世郡寺田村庄屋与三右衛門・年
寄源助・百姓惣代甚兵衛

内藤重三郎

城州久世郡寺田村庄屋与三右衛門・年
寄源助・同半兵衛 ・百姓代甚兵衛

小堀縫殿

城州久世郡寺田村庄屋与三右衛門・年

寄源助・同半兵衛

小堀縫殿

城州久世郡寺田村庄屋与三右衛門・年
寄源助・半兵衛 ・百姓惣代甚兵衛

小堀縫殿

小堀縫殿御役所

城州久世郡寺田村庄屋与三右衛門・年
寄源助・半兵衛

小堀縫殿

御役所小堀縫殿

城州久世郡寺田村庄屋与三右衛門・年
寄源助 ・同半兵衛・百姓惣代甚兵衛

小堀縫殿

小堀縫殿

城州久世郡寺田村庄屋与三右衛門・年

寄半兵衛 ・〃源助・百姓惣代甚兵衛

小堀縫殿御役所

小堀縫殿

上林六郎御役所

上林六郎

上林六郎御役所

内藤重三郎様御役所

庄屋 ・年寄・百姓中

内藤重三郎様元御役所

庄屋 ・年寄・百姓中

小堀縫殿様御役所

庄崖 ・年寄・百姓中

小堀縫殿御役所

庄屋 ・年寄・百姓中

庄 屋 ・年 寄 ・百姓 中

小堀縫殿様御役所

庄 屋 ・年 寄 ・百姓 中

小堀縫殿様御役所

庄 屋 ・年寄 中 ・百女生

庄 屋 ・年寄 ・百姓 中

小堀縫殿様御役所

庄 屋 ・年寄 ・百姓 中

山城国久世郡(寺田村)

右村庄屋・年寄 ・惣百姓

竪続
紙
竪続
紙
竪継
紙
竪続
紙
竪継
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪継
紙
竪続
紙
竪継
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪紙

切継
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙

竪続
紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

810.883(457.285)/603
～616紙 縒 一 括

801.763!603～616紙

縒 一括

.1....(取 米461.638

)　1603～616紙 縒 一 孑舌

801.763

./....(取 米468.78)1

603～616紙 縒 一 括

801.763

.1....(取 米46878)1

603～616紙 縒 一 括

801.763

799.927

810.883(468.78)　 /603
～616紙 縒 一 括

801.763

799.927

810,883(取 米468.78)

1603～616紙 縒一 括

995.137

801.763

810.883(取 米46878)

1603～616紙 縒 一括

799.927

801.763

800.321

801.763/後 欠

801.763

275.67

rn



135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

137

097

176

186

449

374

079

289

121

410

411

409

118

381

339

103

277

389

319

496

146

117

享和3年10月 亥可納御年貢割附之事(城州久世郡寺田
村)

文化2年3月 朔日 子御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

文化5年7月 卯御年貢皆済目録(城州久嬋郡寺田村)

文化5年10月 辰御年貢可納割附之事(城州久世郡寺田
村御蔵入)

文化6年4月 辰御年貢皆済目録(城州久世郡寺田村)

文化7年10月 午御年貢可納割附之事(城州久世　　CC
村)

文化11年11月 戌年免定(久世郡寺田村元御除料)

文化13年3月 [寺田村亥年年貢皆済目録]

文政元年10月 寅御年貢可納割附之事(久世郡寺田村)

文政2年3月 寅御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

文政3年3月 卯御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

文政4年3月 辰御年貢皆済目録(城州久世郡寺田村)

文政4年10月 当巳御年貢可納割付之事(久世郡寺田村)

文政5年10月 当午御年貢可納割付之事(久世郡寺田村)

文政6年3月 午御年貢皆済目録(城州久世郡寺田村御
蔵入)

文政6年10月 当未御年貢可納割附之事(久世郡寺田村)

文政7年3月 巳御年貢皆済目録(城州久世郡寺田村)

文政7年10月 申御年貢可納割附之事(山城国久世郡寺
田村御蔵入)

文政8年3月 申御年貢皆済目録(寺田村御蔵入)

文政9年3月 酉御年貢皆済目録(寺田村御藏入)

文政9年10月 戌御年貢可納割附之事(山城国久世郡寺
田村)

文政10年3月 戌御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

上林六郎 右村庄屋・年寄 ・惣百姓 竪続
紙

上六郎 右村庄屋・年寄 ・惣百姓 竪続
紙

上六郎 右村庄屋・年寄 ・惣百姓 竪続
紙

上林六郎 右村庄屋・年寄 ・惣百姓 竪続
紙

上六郎 右村庄屋 ・年寄・惣百姓 竪続
紙

上林六郎 右村庄屋 ・年寄・惣百姓 竪続
紙

小堀中務 庄屋 ・年寄・百姓中 竪続
紙

上永二郎 右村庄屋 ・年寄・百姓代 竪続
紙

上林永二郎 右村庄屋 ・年寄・百姓代 竪緯
紙

上六郎 右村庄屋 ・年寄・百姓代 竪続
紙

上六郎 右村庄屋 ・年寄・惣百姓 竪続
紙

上六郎 右村庄屋 ・年寄・惣百姓 竪続
紙

上林六郎 右村庄屋 ・年寄・惣百姓 竪続
紙

上林六郎 右村庄屋・年寄・惣百姓 竪続
紙

上六郎 右村庄屋・年寄・惣百姓 竪続
紙

上林六郎 右村庄屋・年寄 ・惣百姓 竪続
紙

上六郎 右村庄屋・年寄 ・惣百姓 竪続
紙

上林六郎 右村庄屋・年寄 ・惣百姓 竪続
紙

上六郎 右村庄屋・年寄 ・惣百姓 竪続
紙

上栄次郎 右村庄屋・年寄 ・惣百姓 竪続
紙

上林栄次郎 右村庄屋・年寄 ・百姓中 竪続
紙

上栄次郎 右村庄屋・年寄 ・惣百姓 竪続
紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

801.763

.1....

.1....

801.763

./....

801.763

995.137

前欠

801.763

.1....

　 1:.

.1....

801.763

796.328

.1....

801.763

810.883

810.883

810.883

810.883

801.763

　 1:.

鸛



ユ57

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

157

459

412

104

447

164

178

095

461

093

349

096

222

094

407

230

170

110

276

175

281

282

文政11年3月

文政11年10月

文政12年3月

文化12年10月

文政13年3月

文政13年10月

文政13年10月

天保2年3月

天保2年10月

天保3年3月

天保3年10月

天保4年3月

天保4年10月

天保5年3月

天保5年10月

天保6年3月

天保6年10月

天保7年3月

天保7年3月

天保7年10月

天保8年3月

天保9年3月

亥御年貢皆済目録(寺田村御蔵入)

子御年貢可納割附之事(久世郡寺田村御
蔵入)
子御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

[寺田村年貢割附]

丑御年貢皆済目録(城州久世郡寺田村御
蔵入)
丑御年貢可納割附之事(城州久世郡寺田
村)
寅御年貢可納割附之事(城州久世郡寺田
村)
寅御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

卯御年貢可納割附之事(久世郡寺田村御
蔵入)
卯御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

辰御年貢可納割附之事(久世郡寺田村御
蔵入)
辰御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

巳卯年貢可納割附之事(城州久世郡寺田
村上知)
巳御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

午御年貢可納割附之事(久世郡寺田村)

午御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

未御年貢可納割附之事(城州久世郡寺田
村)
未御年貢皆済目録(城州久世郡寺田村御
蔵入)
未御年貢皆済目録(城州久世郡寺田村)

申御年貢可納割附之事(城州久世郡寺田
村)
申御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

酉御年貢皆済目録(城州久世郡寺田村)

上栄次郎

上林栄次郎

上栄次郎

上林永二郎

上林栄次郎

上林栄次郎

上林栄次郎

上栄次郎

上林栄次郎

上栄次郎

上林六郎

上六郎

上林六郎

上六郎

上林六郎

上六郎

上林六郎

上六郎

上六郎

上林六郎

上六郎

上六郎

右村庄屋 ・年寄・惣百姓

右村庄歴 ・年寄・惣百姓

右村庄屋 ・年寄・惣百姓

右村庄屋 ・年寄 ・惣百姓

右村庄屋 ・年寄 ・惣百姓

右村庄屋・年寄 ・惣百姓

右村〔コロ ・年寄・惣百姓

右村庄黶・年寄 ・惣百姓

右村庄屋・年寄 ・惣百姓

右村庄屋・年寄 ・惣百姓

右村庄屋・年寄 ・惣百姓

右村庄屋・年寄 ・惣百姓

右村庄屋・年寄 ・惣百姓

右村庄屋・年寄 ・惣百姓

右村庄歴・年寄 ・惣百姓

右村庄屋・年寄・惣百姓

右村庄屋 ・年寄・惣百姓

右村庄屋・年寄・惣百姓

右村庄屋 ・年寄・惣百姓

右村庄屋 ・年寄・惣百姓

右村庄屋 ・年寄・惣百姓

竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1逓

1通

1通

1通

1通

1通

.1....

801.763

./....

801.7631前 欠

8ユ0,883

801.763

801.763

810.883

801.763

　 1.:

801.763

810.883

791.277

810.883

801.763

810.883

801.763

.i.'

810.883

801.763

810.883

.1..
M



179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

2＄4

417

285

287

286

288

223

283

320

354

387

163

384

357

388

335

332

333

330

331

150

149

天保10年3月 戌御年貢皆済目録(城州久世郡寺田村) 上六郎 右村庄屋・年寄 ・惣百姓 竪続
紙

天保10年10月 亥御年貢可納割附之事(久世郡寺田村) 右村庄屋 ・年寄・惣酉姓 上林六郎様 竪続
紙

天保11年3月 亥御年貢皆済目録(久世郡寺田村) 上六郎 右村庄屋 ・年寄 ・百姓代 竪続
紙

天保12年3月 子御年貢皆済目録(久世郡寺田村) 上六郎 右村庄屋 ・年寄 ・百姓代 竪続
紙

天保13年3月 丑御年貢皆済目録(城州久世郡寺田村) 上六郎 右村庄屋 ・年寄・百姓代 竪続
紙

天保14年3月 寅御年貢皆済目録(城州久世郡寺田村) 上六郎 右村庄屋 ・年寄・百姓代 竪続
紙

天保14年10月 卯御年貢可納割附之事(山城国久世郡寺
田村上知)

築山茂左衛門 右村庄屋 ・年寄・惣百姓 竪続
紙

天保14年10月 卯御年貢可納割附之事(城州久世郡寺田
村)

築山茂左衛門 右村庄屋 ・年寄・惣百姓 竪続
紙

天保15年io月 辰御年貢可納割附之事(寺田村御蔵入) 築山茂左衛門 右村庄屋 ・年寄・惣百姓 竪続
紙

1 天保15年10月 [久世郡寺田村御年貢皆済目録] 村山豊治郎・小沢元左衛們 ・長崎健左
衛門、他9名

右之村庄屋・百姓中 竪続
紙

弘化2年3月 辰年御年貢皆済目録(久世郡寺田村御蔵
入)

城州久世郡寺田村・庄屋猪右衛門・年

寄重三郎祠 重右衛門・百姓代太兵衛

小堀勝太郎御役所 竪続
紙

弘化2年11月 巳年免定(久世郡寺田村御蔵入) 小堀勝太郎 庄屋 ・年寄 ・百姓中 竪続
紙

弘化3年3月 巳年御年貢皆済目録(久匿郡寺田村御蔵
入)

城州久世郡寺田村庄屋伊右衛門・年寄
重三郎 ・百姓代太兵衛

小堀勝太郎様御役所 竪紙

弘化3年11月 午年免定(久世郡寺田村) 小堀勝太郎 庄 屋 ・年寄 ・百姓中 竪続
紙

弖ムイ匕4年3月 午年御年貢皆済臼録(久世郡寺田村御蔵
入)

城州久世郡寺田村庄屋重三郎・年寄与
兵衛・百姓代半兵衛

小堀勝太郎様御役所 竪継
紙

弘化5年3月 未年御年貢皆済目録(寺田村御蔵入) 城州久世郡寺田村庄屋猪右衛門・年寄
重三郎 ・同重右衛門・百姓代与兵衛

小堀勝太郎様御役所 竪継
紙

嘉永元年11A 申年免定(久世郡寺田村) 小堀勝太郎 庄 屋 ・年寄 ・百姓 中 竪続
紙

嘉永2年3月 申年御年貢皆済目録(久世郡寺田村) 城州久世郡寺田村庄屋猪右衛門・年寄

重三郎・百姓代与兵衛

小堀勝太郎御役所 竪継
紙

嘉永2年11月 酉年免定(久世郡寺田村) 小堀勝太郎 庄 屋 ・年寄 ・百姓 中 竪続
紙

嘉永3年3月 酉年御年貢皆済目録(寺田村御蔵入) 城州久世郡寺田村庄屋重三郎・年寄与

兵衛 ・百姓代半兵衛

小堀勝太郎・御役所 竪継
紙

嘉永3年11月 戌年免定(久世郡寺田村御蔵入) 小堀勝太郎 庄 屋 ・年寄 ・百姓 中 竪続
紙

嘉永4年3月 戌年御年貢皆済目録(久世郡寺田村) 城州久世郡寺田村庄屋重三郎・年寄重
右衛門・百姓代半兵衛

小堀勝太郎様御役所 竪継
紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

.1....

801.763

.1....

.1....

.1....

./....

791.277

801.'763

801.763

332.523

810.883

801.763

810.883

801.763

.1....

　 !::

(取 米444.791)

802

　 1.:

(取米438.267)

801.763

810.883

801.763

810.883

ま



201

202

203

204

205

206

zo7

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

179

334

441

358

370

371

386

336

385

542

252

325

078

092

153

275

308

475

617

710

169

嘉永4年11月

弘化4年11月

嘉永5年3月

嘉永5　 11月

嘉永6年11月

嘉永7年11月

安政4年11月

安政5年11月

安政6年3月

安政6年11月

万延元年11月

文久3年7月

慶応3年11月

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月賑未詳

年月日未詳

年月田未詳

年月日未詳

亥年免定(久世郡寺田村)

未年免定(久世郡寺田村)

亥年御年貢皆済目録(久世郡寺田村)

子年免定(久世郡寺田村御蔵入)

丑年免定(久世郡寺田村)

寅年免定(久世郡寺田村)

巳年免定(久世郡寺田村御蔵入)

午年免定(久世郡寺田村御蔵入)

午年御年貢皆済目録(久世郡寺田村御蔵
入)

未年免定(久世郡寺田村御蔵入)

申年免定(寺田村御蔵入)

-￥年御納米大豆払方勘定目録(寺田村御
噸入)

卯年免定(久世郡寺田村御除料)

寅年免定(久世郡寺田村)

亥歳免定之事(山城久世郡寺田村)

酉可納割附之事(城州久世郡寺田村)

[寺田村御蔵入年貢免定]
酉御年貢可納割附之事(久世郡寺田村御
蔵入)

[久世郡寺田村年貢免定断簡]
[久世　　 :C村年貢免定断簡]

[免定]

小堀勝太郎

小堀勝太郎

城州久世郡寺田村庄屋重三郎・年寄与

兵衛 ・百姓代半兵衛

小堀勝太郎

小堀勝太郎

小堀勝太郎

小堀勝太郎

小堀勝太郎

城州久世郡寺田村庄屋重三郎 ・年寄重
右衛門・同与兵衛・百姓半兵衛

小堀勝太郎

小堀勝太郎

庄屋源助 ・年寄安兵衛

小堀数馬

上林六郎

庄屋 ・年寄・百姓中

庄屋 ・年 寄 ・百姓 中

小堀勝太郎様御役所

庄屋 ・年 寄 ・百姓 中

庄屋 ・年 寄 ・百姓 中

庄屋 ・年 寄 ・百姓 中

庄屋 ・年寄 ・百姓

庄屋・年寄 ・百姓中

小堀勝太郎様御役所

庄 屋 ・年寄 ・百姓 中

庄 屋 ・年寄 ・百姓 中

小堀仁右衛門様

庄 屋 ・年寄 ・百姓 中

右村庄屋・年寄 ・惣百姓

竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙

竪続
紙

竪継
紙

竪続
紙

竪続
紙
竪継
紙
竪続
紙
竪続
紙

竪続
紙

竪続
紙

切紙

竪続
紙

断簡

切続
紙

竪続
紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1逓

1通

1通

1通

1通

1通

1

1通

1通

1片

1通

1通

801.763

801.763

.1....

801.763

801.763

801.763

801.763

801.763

.1....

801.763/542～552包

紙一括

801.763

取米351.675

995ユ37

801!763/後 欠

794.7371後 欠

801.763/後 欠

(取x:360.7)

801.763

前後欠1村不明

1領 主支配 4本 寺・入寺証文

整番 調番 枝 年 月 日 文 書 名 差 出 宛 所 形状 員数　備考(一括関係等) 霧



1

2

3

4

5

6

z

456

564

559

561

562

563

557

宝暦4年6月

宝暦9年12月

明和2年5月7日

明和8年5月

明和8年5月

安永2年5月

安永4年

宗旨証文之事(寺田村観音寺達門宗旨二
付)
本寺証文之事

本寺証文之事(城州久世郡寺田村弘願寺)

一札(宗念坊
、西照寺弟子入寺二付)

一札(宗念坊、西照寺入寺証文取替状)

宗旨証文之事(順教、常福寺入寺二付)

本寺証文(平等院末寺城州久世郡寺田村
念仏寺)

城州久世郡寺田村三縁寺響誉

惣本山知恩院末小lil　m寺 役者永寿

庵

惣本山知恩院末京都　●,寺役者永寿
庵
城州久世郡寺田村弘願寺戒誉
弘願寺戒誉
城州八幡常福寺清誉弟子順教
平等院中順鑑

小堀十左衛門

小堀数馬殿

小堀数馬殿御役人中

小堀数馬殿
小堀数馬殿
小堀数馬殿
小堀数馬殿

切紙

竪紙

竪紙

竪紙
竪紙
竪紙
竪紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

lid

557～564紙 縒一 括

557～564紙 縒一 括

557～564紙 縒一 括

557～564紙 縒 一括

557～564紙 縒 一括

557～564紙 縒 一括

霧

E村 政 1土 地

整番

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

調番

486

434

522

593

584

442

627

376

484

510

574

620

620

G28

640

枝

1

2

年 月 日

宝永7年2月4日

享和3年12月

宝暦3年12月25日

安永3年
安永4年12月 晦日

安永5年12月 　 C

安永8年12月

文化6年12月

文化6年12月

文化6年12月

文化6年12月

年月曝未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

文 書 名
一札之事(新開場差構のため復旧二付)

相渡シ申田地之事(当亥御上納二相詰り銀

子五百目請取)

代地一札之事(歴敷替地二付)

[小前名寄下帳]

預リ申田地返シ証文之事

一札之事(御蔵入・御所料田畑入込二付)

曇華院宮御領分所持田地高記
相渡シ申田地之事(株田所特二有之候処
銀子九百目慥請取書面之畑高)
一札(字乾出北御蔵入上々畑譲渡し二付う

請取一札之事(字乾出北上々畑地村内差
出二付)

相渡し申田地之事(御蔵入田地、御株 内へ
相渡)

[耕作地割絵図]

[伝次郎身退のため一代切分高取扱二付
一札]

曇花院様御領田畑控へ帳
曇華院宮御領田畑反別帳

差 出

吉左衛門・源兵衛 藤左衛門、他15名

渡シ主久助・請取忠五郎

高岳寺・請人重左衛門・五左衛門、他4
名

(寺田村力)

北ノ町万や源右衛門・大南口入請人理

兵衛
一札主覚左衛門・証人清五郎

田宮清兵衛
御蔵株庄屋源助・年寄半兵衛・同長左

衛門・頭百姓甚二郎

渡し主御蔵入百1生治兵衛

御蔵株庄屋源助・年寄半兵衛・同長右

衛門・頭百女生勘二擦に

渡し主柳元

寺田村庄屋与惣衛門・同藤右衛門・年
寄源助

九兵衛
田宮九左衛門

宛 所

　{q組 庄屋・年寄申

四郎三郎殿

庄屋安兵衛殿 年寄七郎

兵衛殿・同源次殿、他2名

中ノ西庄次郎殿

御蔵入庄屋 ・年寄中様

中西六左衛門殿

御蔵入御株中
百姓治兵衛殿

御蔵入御株中

富田や善助殿 樋や平八
殿

形状

竪継
紙
切紙

切続
紙
竪帳
竪紙

切紙
竪帳
竪紙

竪紙
竪紙

竪紙

竪継
紙
竪継
紙
竪帳
竪帳

員数

1通

1通

1通

1冊

1通

1通

珊 ・

1通

1通

1通

1通

1枚

1通

1冊

1冊

備考(一括関係等)

庄屋源助奥印

513～522紙 縒 一括

590～602紙 縒一 手舌

569～586紙1縒 一 括

6.6869

569～586紙 縒一 括

620-1～2巻 込 一括

620-1～2巻 込 一括

9.274

II村 政 2戸 口(人 別 ・往来送 り)

整番 調番 枝 年 月 目 文 書 名 差 出 宛 所 形状 員数　備考(一括関係等)



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

356

356

591

599

512

465

570

227

549

279

111

402

107

120

124

548

346

245

162

550

545

116

1

2

1

安永2年4月30日

安永2年3月

安永5年9月25日

安永6年12月

安永6年3月

安永7年

安永7年C月

寛政7年10月30日

文化5年2月

文化9年9月

文化10年2月20日

文化10年2月

文化11年1月10日

文化ll年3月15日

文化11年3月15Q

文化13年1月

文化13年1月

文化13年2月9日

文化13年2月28日

文化13年7月10日

文政3年2月

文政4年3月

一札之事(引越二付届)

宗門送り状
一札之事(不通遣し切弟勘兵衛家出二付)

一札(菩提寺変更二付請人願)

一札之事(人別送り二付)

受込一札之事(親類中庄村さよ引取二付)

受込一札之事(身元引請二付)

一札(伝左衛門家相続二付)

古郷送り証文之事(水主村九左衛門娘遊
代縁付二付)
村送り一札(安右衛門娘いそ縁付二付)

古郷送り一札之事(御炊御門殿御百姓小
左衛門娘いそ縁付二付)
古郷送り一札之事(弥兵衛娘まつ縁付二

付)

村送り一札(治郎左衛門忰三蔵養子二付)

往来送り一札(寺田村百姓喜右衛門四国
lil頁拝ニイ寸)

往来送り一札(寺田村百姓善左衛門母か
ね四国順拝二付)

往来送り一札(寺田村儀兵衛四国順拝二

付)

送り手形之事(松本屋甚九郎引越二付)
往来送 り一札(寺田村百姓石松四国順廻
二付)

往来送 り手形(寺田村百性四郎兵衛四国
廻頁拝二付)

往来送 り一札(寺田村百姓友吉四国順拝
二付)

宗旨送り一札之事(百姓請七娘とよ其御村

百姓太郎助え縁付二付)

古郷送り一札之事(御蔵入り百姓善治郎i卆

松之介縁付二付)

引越人百姓吉兵衛 ・吉兵衛引請ハ太左

右衛門

真言末寺 ・佐見寺筋・大光寺

伏見直違橋八丁目勘兵衛兄百性彦左
衛門・年寄半兵衛

吉兵衛

寺田村中小路太左衛門

山城国久世郡匚】〔コ村善太郎・同村庄屋

山城国久世郡寺田村善久郎

伝左衛門住きさ・家惣代弥左衛門・家
惣代源三郎

水主村庄屋治作

城州綴喜郡出垣内村庄屋平重郎・年寄
卯兵衛
城州久世郡上津屋村庄屋九兵衛

城州久世郡平斟村庄屋山三郎

城州綴喜郡市辺村吉田大蔵卿殿知行
所庄屋庄右衛門・年寄甚兵衛・親治郎
左衛門
城州久世郡寺田村庄屋甚次郎

同州同郡同村庄屋甚次郎

同州同郡同村庄屋甚次郎

丸太町通鳥丸東入町年寄権兵衛
同州同村庄屋甚次郎

城州久世郡寺田村庄屋甚次郎

同州同村庄屋甚次郎

八幡下奈良村年寄立本庄兵衛

久世村庄屋吉兵衛

御村方庄膣 ・年寄中様

寺田村高岳寺和尚
寺田村庄屋太兵衛殿・年
寄重右衛門殿・勘兵衛親

伝三郎殿

寺田村申小路 ・太左衛門

殿

寺田村庄屋太兵衛様・年

寄十三郎様 ・同重右衛門
様

播州明石郡中庄村庄屋
善右衛門殿
同村庄屋附

庄屋与三右衛門殿庄屋
藤右衛門殿 年寄源助殿
寺田村庄屋甚治郎殿

城州久世郡寺田村庄屋・
年寄中

寺田村御役人中

寺田村御役人中

寺田村御庄屋甚治郎

諸国御関所・宿々御役人

中

諸国御関所・宿々御役人

中

諸国御関所・宿々御役人

中

寺田村庄屋甚治郎殿
諸国御関所・宿々御役人

諸国御関所・宿々御役人

申

諸国御関所・宿々御役人

寺田村庄屋甚兵衛殿

寺田村御役人中様

竪続
紙
竪紙
竪紙

竪紙

竪続
紙

竪継
紙
竪継
紙
竪紙

切紙

竪紙

切紙

切紙

竪続
紙

竪紙

竪紙

竪紙

切紙
竪紙

竪紙

竪紙

竪紙

竪継
紙

1通

ヱ通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

三通

1通

1逓

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

590～602紙 縒 一括

590～692紙 縒 一括

569～586紙 縒 一括

542～552包 紙一 括

542～552包 紙 一括

542～552包 紙 一括

542～552包f＆ 一一括1前

欠

呂



23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

109

351

324

001

402

403

551

081

246

507

296

352

309

197

499

171

500

516

513

081

112

185

267

546

547

2

1

2

文政9年3月

文政10年2月

文政11年1月

文政12年4月

文化12年1月

文政13年3月朔日

文政13年工2月

天保3年1月

天保4年1月2日

天保5年1月23日

天保6年2月

天保6年3月

天保6年7月

天保7年2月

天保7年2月

天保14年3月12Q

弘化2年6月

嘉永6年12月

慶応3年2月

年月日未詳

年駟 未詳
年月艮未詳

　 :.未 詳

年月日未詳

年月日未詳

古郷送り一札(佐山村百姓八左衛門娘縁

付二付)

古郷送り一札之事(近衛様百姓婚姻二付)

往来一札之事(新木村奥次郎伊勢参宮二
付)
古郷送り一札之事

古郷送り一札(弥兵衛娘まつ縁付二付)

村送り一札(儀三郎他四人四国巡拝二付)

宗旨送り一札之事(百姓伝兵衛娘とき其御
村百姓喜右衛門方え嫁二参 り候二付)

村送り之事(寺田村百姓作兵衛祖母浄誓
引取二付)

御願奉申上御口上書(村方葬送願)
村送一札之事(諸国神社仏閣巡拝中足痛
二付)

往来手形之事(甲州竹森村百姓源介諸神
社仏霊参詣二付)
往来手形之事(歌姫村源介 ・忰源吉入湯
二付)

村送り引請取一札之事(京屋太助妻子三
人縁付二付)

往来送り一札之事(寺田村百姓作右衛門

倅宇之助四国巡拝二付)

往来送り一札之事(寺田村百1生作右衛門
四国巡拝二付)

往 来送り一札之事(久世郡寺田村副生与
三七四国順拝二付)

宗旨送り一札(禁裏様御料百姓又七娘と寺
田村半治郎倅縁付二付)

古郷送り一札事(久世郡枇杷庄村百姓八

郎兵衛娘くま縁付二付)

村送り一札之事(綴喜郡岩田村百姓源治

娘 きみ縁付二付)

寺送状之事

送り一札(申太右衛門弟)

[往来送 り一札包紙](寺田村善左衛門母
かね)

送り一札之事

往来送り一札(百姓弥兵衛四国順拝二
付)

往来送り一札(百姓喜右衛門四国順拝二
付)

佐山村庄屋源太郎・同小平衛

枇杷庄村庄屋与治右衛門

右(武州埼玉郡忍領)新木村真言宗天
州寺
市田村庄歴太兵衛
岡野村庄屋仙助 ・年寄弥右衛門

城州久世郡寺田村庄屋甚兵衛
城州相楽郡平尾村庄屋西半右衛門・年
寄伊兵衛
寺田村御蔵入年寄猪右衛門

当時無宿娘さわ
和州宇知郡三原村庄屋善九郎・年寄善
兵衛
甲斐国山梨郡竹森村名主安右衛門・百
姓代伊右衛門
松平甲斐守殿領分和州歌姫村庄屋源
次
小堀主税様御支配所城州久世郡寺田
村庄屋甚小郎

同州同村御蔵入庄屋猪右衛門

同州同村御蔵入庄屋猪右衛門

同州同郡御蔵入庄屋猪右衛門

城州相楽郡椿井村送り主又七・年寄小
助・庄屋市郎兵衛

城州久世郡枇杷庄村庄屋源右衛門

岩田村庄屋彦左衛門

念佛寺

女院上知同州寺田村庄屋誰

年寄

寺田村御役人中

寺田村庄屋甚兵衛殿

国々御関所御役人衆中・
右村御役人中

寺田村御役人中
寺田村御役人中
御関所御役人中
寺田村御役人中

枇杷庄村庄屋与次右衛
門
御村役人申様
国 在々町御役人衆中

諸国御関所御役人衆中・
宿之村々御役人衆中

諸国御関所様 ・村々御役
人中

根本呉左衛門様御代官
所摂州西成郡九条村庄
屋新兵衛澱
諸国御関所 ・宿 村々々御

役人中

諸国御関所 ・宿 村々々御

役人衆中

諸鬮御関所 ・宿 村々々御
役人衆中

同州久世郡寺田村半治郎
殿・御役人申

寺田村御役人衆中様

彳賽卩彳殳ノ＼b様

地蔵院

諸国御関所并宿 御々役人
中
諸国御関所 ・宿々御役人

中

竪紙

竪紙

竪紙

竪紙
切紙
竪紙
竪続
紙
竪紙

堅紙
切継
紙
竪紙

竪継
紙
切継
紙

切継
紙
竪紙

竪紙

竪紙

竪紙

竪紙

切継
紙
切紙
切紙

切紙
竪紙

竪紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1紙

1通

1通

1通

1通

542～552包 紙 一括

081-1～2巻 込一括

513～522紙 縒 一括

513～522紙 縒 一括

081-1～2巻 込一括

包紙のみ

包紙のみ

542～552包 紙 一括

542～552包 紙 一括

鬻



48　 552　 年月日未詳

∬村政 3村 財政

京都小川報恩寺末行願寺現住戒誉書鋼 切 紙1枚 　 542～552包 紙 一括

整番
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

調番
583

180

134

313

172

255

310

310

317

317

317

636

642

651

703

枝

1

2

1

2

3

年 月 日

安永5年7月11日

天保10年8月

天保12年5月28日

弘化4年

嘉永6年3月

嘉永6年12月

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日未

年月日未

年月日未

年月日未

羊

羊

羊

羊

文 書 名

請取申上一札事(銀子請取証)

借用申金子之事(村々 無拠要用二付金
二百両)

借用申金子之事(株内要用二付金三拾
両)
借用申金子之事

奉拝借御銀子之事(村方借財済方二付)

奉拝借御銀子之事(大乗院門主御納戸御
用手当銀、村方要用二付)

覚(金つち等日用品書上)

覚(まさかり等日用品書上)

乍恐以書付ヲ奉願上候(城州久世郡寺田
村村入用不勘定銀の引負訳立二付)
乍恐以書付ヲ奉願上候(城州久世郡寺田
村村入用不勘定銀の引負訳立二付)
[村入用不勘定銀の引負訳立二付願書]

[諸入用高等書上帳]
貸代ロ物目印判鑑

[金銀当高書上]

[銀高・人名書上]

差 出
中東安右衛門
寺田村庄屋猪左衛門・同重左衛門・証
人寺田村年寄武右衛門

御蔵入庄屋猪右衛門・年寄十三郎・百
姓代太兵衛

城州久世郡寺田村御蔵入村中庄屋猪
右衛門・年寄重三郎・同十右衛門・惣代

太兵衛、他5名

城州久世郡寺田村庄屋重三郎・年寄重
左衛門・同与兵衛、他13名

城州久世郡寺田村庄屡重三郎・年寄重
右衛門・同与兵衛、他11名連印(2名 印

無し)

宛 所

庄や太兵衛殿
京都河内屋善兵衛殿

小(堀)治左衛門殿

井筒量五郎三郎殿

大衆院御門主様 ・御役人
中様

大乗院御門主様 ・御役人
中

形状
堅紙
竪継
紙
竪紙

竪続
紙

竪続
紙

竪続
紙

切紙

切紙

竪紙

竪紙

竪継
紙
竪帳
切紙
竪帳
切紙

員数
1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1

1通

1通

8紙

1通

1紙

1通

備考(一括関係等)

569～586紙 縒 一括

銀13貫 目

310-1～2巻 込一括1前

後 欠

310-1～2巻 込 一括1前

欠

317-1～3巻 込一括

317-1～3巻 込一括

317-1～3巻 込一括1前

欠

帳ハズレ

帳ハズレ

甄村政 4村 自治

整番
1

2

3

4

調番

375

393

393

525

枝

1

2

年 月 日

安永5年9月25B

弘化2年ll月 ・p

弘化2年11月29日

嘉永3年4月

文 書 名
一札事(勘兵衛家出二付)

差入申一札之事(念仏寺之者京都からの
帰途病死二付)
一札之事(念仏寺之者京都からの帰途病

死二付)

御願申上候匚i上書(.羽 海道筋大洪水二

付普請助成願)

差 出
伏見稲荷勘兵衛兄・彦左衛門・町年寄

誰

右之村庄屋誰・年寄誰

右之村庄屋誰・年寄誰

鳥羽海道車方年寄弥兵衛 同地車差配
人六左衛門

宛 所

寺田村庄屋太兵衛殿・年

寄重右衛門殿 ・勘兵衛親
伝三郎殿

寺田村御役人衆中

寺田村御役人中

御新御料城州久世郡寺
田村御役人中様

形状

竪継
紙

切紙

竪紙

竪継
紙

員数
1通

1通

1通

1通

備考(一括関係等)

343-1～3巻 込一括

343-1～3巻 込一 括

523～529紙 縒一 括

ま



5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

451

526

523

524

524

457

527

397

418

233

455

269

307

311

566

1

2

安政3年8月

安政4年7月

万延元年12月

慶応元年閏5月28日

慶応元年6月

慶応2年

明治2年1月

午年6月27日

申年11月2B
7月10B

10月4日

年月日耒詳

年月日未詳

年月日未詳

年月B未詳

定(牛売買口銭 ・飯代・木賃銭二付)

差入申一札之事(地頭・村役人より申渡候

処心得違二付済状)

堤御普請受負差入广札之事

乍恐奉願上口上書(京都御用人足心得違
之義二付)
請書差入門札之事(京都御用人足心得違
之儀二付)
御願書(元治大火二付廻村勧進助成二付)

奉願口上書(二条御詰米人足手当増額之
願)
[町人縊死二付仮埋触書]

覚(御免定請取二付覚)

覚(頼書壱通落手二付)
[書状](別紙案文により銘々書訳差出すこ
と、御所御料之方は年季請のこと)

(人名書上)

[雑穀出来迄問屋倹約之事洛中洛外大坂
表へ触知之事]
[雑穀出来迄問屋倹約之事洛中洛外大坂
表へ触知之事]
戊二条詰(二条御蔵米運送諸入費書上)

牛中買渡世・年番 ・惣代中

重兵衛悴石松文右衛門・親類何某何
某
請負入十左衛門・孫左衛門・孫兵衛、他
2名

太兵衛・親類八右衛門・近所六兵衛、他
24名

大太兵衛・親類八右衛門・近所六兵衛

京悲田院居村仲間

笹屋七之助・油屋忠蔵 ・柳屋甚三郎、他
2名

村役入
伊勢田村・年寄陣兵衛

田村治兵衛
治左衛門

理兵衛 ・儀兵衛・惣三郎、他19名

藤右衛門

御村役人中様

当村御役人中様

御役人中様

御役人中様

御村方中様

城州爾三郎御役人中様

薪村庄屋藤兵衛
寺田村・久世村

権右衛門

治左衛門様・太兵衛様

竪紙
竪紙

竪継
紙
竪継
紙
竪継
紙
竪継
紙
竪紙

竪紙
切紙
切紙
切紙

竪続
紙
堅継
紙
竪継
紙
切継
紙

1通

1通

1通

樋

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1枚

523～529紙 縒 一括

523～529紙 縒 一括

523～529紙 縒 一括

523～529紙 縒 一括

523～529紙 縒 一括

前欠

後欠

前欠

565～568紙 縒 一括

II村 政 5交 通 ・運 輸

整番

1

2

3

4

5

6

調番

529

634

528

528

633

653

枝

1

2

年 月 日

嘉永3年4月

嘉永710月

安政3年12月

安政3年12月

明治2年1月

明 治2年e　 p

文 書 名

御願申上候口上書(近来大洪水二付鳥羽
海道普請助成願)
一札(船運賃増減願二付)

差入申一札之事(屎シ運送諸入用掛り難
渋二付)

覚(伏見屎シ運送二付)

差上申御請書(屎灰運送小船通行許可二
付)

乍恐奉願上口上書(青物・屎灰運送二付)

差 出

鳥羽海道車方年寄弥兵衛・同地車差配
人六左衛門
高瀬尿シ惣代五右衛門船太兵衛 ・同人
兵衛船次兵衛・同太郎兵衛船次郎兵

衛

伏見樽濱屎シ運送問屋津国屋伊右衛
門
内里村御役人申
城州久世郡寺田村修倹大泉院・庄屋
茂右衛門・同州同郡久世村庄屋辰平 ・
同州同郡平川村庄屋四郎兵衛

小まし船持惣代、丹波屋卯兵衛・中村
忠左衛門・庄屋惣治郎

宛 所

御蔵入城州久世郡寺田
村御役入申様
尿シ運送屋御年寄絹屋

藤兵衛殿 ・御仲ヶ間申

寺田村御役人申様

運送問屋伊右衛門殿

伏見御役所

形状

竪継
紙
竪帳

竪紙

竪紙
竪帳

竪帳

員数
1通

1綴

1通

1通

1綴

1綴

備考(一括関係等)

523～529紙 縒一括

523～529紙 縒一 季舌

523～529紙 縒 一括

00

r-,



7

8

9

630

631

637

π村政

明治2年3月

明治2年3月

明治2年3月

6救 恤

為取替一札之事(伏見小廻シ船賃銭約定
二付)

為取替一札之事(伏見小廻シ船賃銭約定
二付)

乍恐奉願口上書(古川筋大池通リ屎シ諸
荷物運送争論済方二付)

久世郡寺田村庄屋茂右衛門・同郡久世
村庄屋茂兵衛・同郡平川村庄屋四郎兵
衛
伏見小廻シ船持惣代中、丹波屋市兵

衛・中村屋忠右衛門・灰屋惣治郎

城州久世郡寺田村願人修倹者、大奥
院・十右衛門、他3名、伏見小廻し船持

惣代灰黶惣治郎・丹波屋忠左衛門、他
3名

伏見小廻し船持中

寺田村・久世村・平川村、
御役人中

京都府御役所

竪紙

竪紙

竪紙

1通

1通

1通

整番

1

調番

260

枝 年 月 日

天保6年7月23日

文 書 名

差入申済書之事(長光寺観音堂施餓鬼執
行二付)

差 出

北西町惣代、惣左衛門・庄兵衛、同町観
音講、惣代弥右衛門・武右衛門

宛 所

村方御役人中

形状

竪継
紙

員数

1通

備考(一括関係等)

E村 政 7宗 教 ・信 仰

整番

1

2

3

4

5

6

7

S

9

調番

145

145

558

004

560

600

600

600

638

枝

1

2

1

2

3

年 月 日

宝暦12年7月

宝暦12年7月

天明4年3月

文化8年2月18日

文政7年3月

2月4B

2月娼

2月4日

年月日未詳

文 書 名
一札(三縁寺地蔵堂破損修復二付)

一札(三縁寺地蔵堂破損修復二付)

一札(師匠証文)

修復御願(寺田村無本寺西照寺)

一札(南山村儀兵衛弟察源、西照寺住職入

寺二付)

口上(氏神破損修覆二付)

[氏神宮修覆二付返答書]

[氏神宮修覆二付返答依頼状]

階輿絵図]

差 出
三縁寺
三縁寺
久世村来迎寺膽誉
寺田村西照寺留守居図道・庄屋半兵
衛・年寄甚次郎

本人察現 兄儀兵衛・同村申請人嘉兵
衛
五ケ寺

村方中

五ケ寺

宛 所

諸庄屋 ・年寄中

庄屋・年寄中

寺田乾城、年寄・町申参

御本所様

御役人中様

村方衆中

五ケ寺様

両御役人中

形状

竪紙
切紙
竪紙
竪続
紙
竪紙

竪紙

竪紙

切紙

切紙

員数

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1逓

1通

1枚

備考(一括関係等)

141-1～2包 紙 一括

141-1～2包 紙一 括

557～564紙 縒一 括

557～564紙 縒一 括

590～602紙 縒 一括1

600-2・3を 巻込 む

590～692紙 縒 一括1

600-1に 巻 込む

590～602紙 縒 一手舌1

6QO-1に 巻 込む

久世郡相嶋村文書

1年 貢関係文書(相嶋村・観阿弥村)

整番

1

2

調番

073

038

枝 年 月 日

寛永13年12月5日

寛永21年11月5日

文 書 名

子歳御牧郷之内免相定之事(観阿弥村)
相嶋村申之年免定

周防
中村杢右衛門

差 出 宛 所

庄屋・百性中

形状

竪紙
竪紙

員数

1通

1通

備考(一括関係等)

24.441

332.523 0
州



3

4

5

6

z

8

9

xo

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

072

506

045

503

019

048

065

195

022

033

166

012

047

061

003

040

062

032

039

037

067

020

慶安2年11月15日

慶安4年ll月15Q

承応2年11月15日

承応3年ll月15日

明暦2年11月15日

寛文元年ll月15日

寛文3年11月15日

寛文3年11月15日

寛文5年11月15q

寛文6年11月15日

寛文7年11月15日

寛文8年11月15日

寛文9年ll月15日

寛文9年11月15日

寛文10年11月15日

寛文10年11月15日

寛文11年11月15日

延宝元年ユ1月15日

延宝4年11月15日

延宝6年11月15日

延宝7年ll月15日

延宝8年11月15日

丑之免定之事(相嶋村)

卯年免定之事(相嶋村)

巳年免定之事(相嶋村)

午年免定之事(相嶋村)

[相嶋村年貢免定]

丑年免定口事(相嶋村)

[相嶋村免定]

[淀藩領免定]

[寛文五年乙巳淀藩領相嶋・市田出作年

貢免定]

午年免定之事(相嶋村)

[未年淀藩領年貢免定]

[相嶋村年貢免定]

酉年免相定之事(城州久世郡観阿弥村)

酉年免相定之事(城州久世郡内相嶋村)

戌年免定之事(相嶋村)

戌年免定之事(観阿弥村)

亥年免相定之事(相嶋村)

丑年免相定之事(観阿弥村)

覚(観阿弥村水損毛引高達書)

口(午)年免相定事(観陶弥村)

未年免相定之事(観阿弥村)

覚(観陶弥村水損毛引高達書)

木寺源右衛門・土屋庄左衛門・　 ::
左衛門、他2名

磯貝金右衛門・木寺源右衛門・兵藤惣
左衛門、他3名

木寺源右衛門瀬 尾孫兵衛・土屋庄左
右衛門、他2名

神吉喜大夫 ・木寺源右衛門・土屋左次

衛門、他2名

瀬尾孫兵衛 木寺源右衛門・土屋庄左

衛門、他2名

土屋庄右衛門・高木左兵衛

土屋庄右衛門・高木左兵衛

駒井忠右衛門瀬尾弥兵衛 荒木角左
衛門・杉浦七兵衛
駒井忠右衛門・瀬尾孫兵衛 荒木角左

衛門・杉浦七兵衛

駒井患右衛門・瀬尾孫兵衛・荒木角左
衛門・杉浦七兵衛

駒井忠右衛門瀬尾孫兵衛荒木角左
衛門・杉浦七兵衛
塚本打右衛門・坪井伊左衛門

塚本打右衛門・坪井伊左衛門

青山平左衛門・加藤善太夫

青山平左衛門・加藤善大夫

加藤三郎左衛門・中川七右衛門

高橋小右衛門・団兵右衛門・浅井与五

左衛門・加藤善大夫

浅井与五左衛門・伴九郎左衛門

堀尾善八・浅田長十郎・小森孫介・伴九

郎左衛門

増田勝太夫・井口惣兵衛・安養寺与一、
他2名

堀尾善ノ㌔浅田長十郎・浅井与五左衛
門・伴九郎左衛門

庄屋・小百性申

庄屋 ・惣百姓申

庄屋 ・惣百姓中

庄屋・惣百姓中

庄屋・小百姓中

庄屋 ・惣小百性中

庄屋 ・惣小百姓中

庄屋・惣小百姓中

庄屋 ・惣百姓中

庄屋 ・惣小百姓中

庄屋・惣小百姓申

庄屋・惣百性中

庄屋 ・惣百性中

相嶋村庄屋 ・惣百姓中

観阿弥村庄屋 ・惣百姓中

庄屋 ・百性中

庄屋 ・百姓中

庄屋・小百姓中

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百姓中

竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪継
紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

332.523

332.523

332.523

(取米68.868)

332.523

口32.5231前 欠

473ユ53

(取米200.617)

前欠

前欠

473.153

(取 米 ＄2.126)

前欠

[　 523/前 欠

26.819

口73ユ53

473.153

26.819

473.153

26.819

26.819

26.819

26.819

26.819

0回



25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

023

453

076

348

059

015

043

051

074

398

011

041

035

oil

228

394

030

426

458

250

482

天和2年11月15日

天和3年11月15日

貞享2年11月15日

貞享4年11月15日

元禄元年11月15日

元禄2年11月15日

元禄3年11月15日

元禄4年11月15日

元禄5年11月15日

元禄7年11月15日

元禄8年11月15日

元禄9年11月15日

元禄14年11月15日

元禄15年11月15日

正徳5年11月15b

享保9年10月

元文元X10月

元文5年10月

寛保元X11月

寛保2年10月

寛保2年10月

戌年免相定之事(相嶋村)

覚(相嶋村田畑水損二付宥免高達書)

丑年免相定之事(相嶋村)

卯年免相口口口(相嶋村)

辰年免相定之事(相嶋村)

巳年免相定之事(相嶋村)

午年免相定之事(相嶋村)

未年免相定之事(相嶋村)

申年免相定之事(相嶋村)

戌年免相定之事(相嶋村)

亥年免相定之事(相嶋村)

子年免相定之事(相嶋村)

覚(相嶋村年貢免定)

午年免相定之事(相嶋村)

未年免相定之事(観阿弥村)

辰年久世郡観阿弥村御成ヶ割付之事

辰年久世郡観阿弥村御成ヶ割付事

申年久世郡観阿弥村御成ヶ割付事

酉年久世郡相島村御成ヶ割付事

戌年久世郡観阿弥村御成ヶ割付事

戌年久世郡相嶋村御成ヶ割付事

古田嘉兵衛 ・浅田長十郎・青由平左衛門
・中川七右衛門

堀尾善八・伴九郎左衛門・小川半兵衛・

山崎五介

古田嘉兵衛・浅田九八郎・佐藤喜右衛

門・中川七右衛門

河端弥五助 ・古田加兵衛 平井金右衛

門、他2名

高木甚内・桜木庄助・平井金右衛門・佐

藤喜右衛門、他2名

古田加兵衛 ・川端弥五介 ・平井金右衛

門、他2名

高木甚内・浅田九八・平井金右衛門・生
田兵左衛門・佐藤喜右衛門

池上孫三郎・桜木庄介・平井金右衛門、

他3名

桜木庄助 ・浅田九八郎・芥川大助、他2

名

諸岡権四郎・古田加兵衛 ・井口惣兵衛

権田五太夫 ・曽根十郎左衛門

都原伝六・桜木庄介・平井金右衛門、他
2名

安田三郎右衛門・岡源五郎・芥川大介、

他2名

生田若左衛門・坪井伊左衛門・曽根十
左衛門

平井金右衛門・生田兵左衛門・桑子権

太夫 ・新彦助

岩根源太夫・渡辺市郎左衛門・高橋 領

左衛門・吉武助太夫

浅利安太夫・高田数右衛門・林大助 ・福

窟忠兵衛 滝川新右衛門

的場連大夫・在江戸無加印戸田三郎大

夷・松田与三左衛門、他4名

在江戸無加印近藤重左衛門・的場連大
夫.p田 三郎大夫、他6名

近藤重左衛門・的場連大夫・在江戸無

加印戸田三郎大夫 ・松田与三左衛門・

安東弥三大夫

在江戸無加印近藤重左衛門・在江戸無

加印的場連大夫 ・戸田三郎大夫、他5
名

在江戸無加印近藤重左衛門・在江芦無

加印的場連大夫 ・戸田三郎大夫、他5
名

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百姓申

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百性申

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百姓中

庄屋 百姓申

庄屋・百性中

観阿弥村庄屋 ・惣百姓

右之村庄屋 ・百姓申

右之村庄屋 ・百姓中

右之村庄屋 ・百姓中

右之村庄屋 ・百姓中

右之村(相嶋村)庄屋・百

姓申

竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪継
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙

竪続
紙

竪続
紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

473ユ53

473.153

473.153

473.153

073.153

473.153

473.153

473.153

473ユ53

473.153

473.153

473.153

473.153

24.441

24.441

24.441

24.441

332.523

24.411

332.523

m
O
H



46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

556

555

460

392

502

502

240

240

454

218

218

492

492

248

488

488

340

470

174

450

140

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

寛延元年10月

寛延3年10月

明和6年10月

明和8年10月

天明元年10月

天明元年10月

天明4年10月

天明4年10月

天明8年10月

寛政元年10月

寛政元年10月

寛政3年10月

寛政3年10月

寛政7年10月

享和3年10月

享矛03年10月

文政元年10月

文政4年 ユ0月

文政5年9月10Ei

文X10年10月

文政11年10月

辰年久世郡観阿弥村御成ケ割付書

午年久世郡観阿弥村御成ケ割付書

[相嶋村年貢割付状]

卯年久世郡相嶋村御成ヶ割付事

丑年久世郡相嶋村御成ヶ割付事

[相嶋村水損引高達書]

辰年久世郡観阿弥村御成ヶ割付事

[観阿弥村水損毛引高達書]

申年久世郡相嶋村御成ヶ割付事

酉年久世郡相嶋村御成ヶ割付事

[相嶋村水損引高達書]

亥年久世郡相嶋村御成ヶ割付事

[相嶋村水損引高達書]

聢藩領年貢免定]

亥年久世郡相嶋村御成ヶ割付事

[相嶋村損毛引高達書]

寅年久世郡相嶋村御成ヶ割付事

巳年久世郡相嶋村御成ヶ割付事

覚(相嶋村・観阿弥村高届書)

口世郡相嶋口成ヶ割付事(相嶋村年貢割
付状)
子年久世郡相嶋村御成ヶ割付事

小沢元左衛門・在江戸無加印松井伝左

衛門・的場連太来、他4名

小沢元左衛門・松井伝左衛門・的場連
太失、他6名

平松久右衛門・飯沼十右衛門・武居五

郎兵衛、他4名

斎院文　,,,松久右衛門・飯沼十右衛

門、他5名

速水弥左衛門・安東弥門・松井勝衛門・

亀山仲 ・上月主馬 ・石崎助右衛門・川俣
弥一左衛門

末松浪蔵・安東弥門・諸福弁蔵・松井勝
右衛門・佐藤治左衛門

在江戸無加印速水孫左衛門・安東弥
門・在江戸無加印松井勝右衛門、他7名

若杉能右衛門・小崎周助・大木嘉兵衛・

亀山仲

梅沢半左衛門・井上小伝・平尾伊左衛

門、他7名

梅沢半左衛門・熊木権左衛門・平尾伊

左衛門、他7名

伊村重吾・金子六郎次・木田富大夫 ・平

尾伊左衛門

桂六大夫 ・平尾伊左衛門・速水孫左衛

門、他5名

富原助之允・伊村重吾・金子喜右衛門、
他2名

本田宗大夫 ・平尾伊左衛門・和川甚左
衛門、他7名

岡田五郎左衛門・能勢勝蔵 ・浅尾貢・松
井大策、他ro名

藤枝伊太郎・飯高八郎・武藤津右衛
門、他2名

伊村重吾 ・和田雄右衛門・西111六郎右

衛門、他6名

神辺与三右衛門・伊村重著・田崎覚左

衛門・井上勝之允、他6名

相嶋村肝煎孫兵衛 ・庄屋児嶋

荒井半蔵・八太治部右衛門・八太源大

夫 ・松井半平・他8名

荒井半蔵・八太治郎右衛門・八太源太
失、他7名

右之村庄屋 ・百姓中

右之村庄屋 ・百姓中

右之村庄屋 ・百姓中

右之村(相嶋村)・庄屋 ・百

姓中

右之村庄屋 ・百姓中

右之村庄屋・百姓中

右之村庄屋・百姓中

右之村庄屋・百姓中

右之村庄屋・百姓申

右之村(相嶋村)庄屋 ・百

姓中

右之村(相嶋村)庄屋 ・百

姓中

右之村庄屋・百姓中

右之村庄屋・百姓申

右之村百i生中

右之村庄屋・百姓中

右之村庄屋・百姓中

右之村庄屋・百姓中

右之村庄屋・百姓中

中山何左衛門様 ・金子重

助様

右之村・庄屋・百姓中

右之村庄屋百姓中

竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙

切継
紙
竪継
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪継
紙
切続
紙
竪続
紙
切続
紙
竪続
紙
竪続
紙
切続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪継
紙
竪続
紙
竪続
紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

i通

1通

1通

1通

24.441/555～556紙 縒
一 括

24.4411555～556紙 縒
一括

332.523

332.523

332.523

237.170

24.441

10.13/240-1巻 込

332.523

332.523/218-2巻 込

222.66912ユ8-1巻 込

332.523

前欠

332.5231488-1～2差

込 一 括

488-1～2差 込 一括

332.523

332.523

相嶋332.5231観 阿弥

24.441

332.523

332.523

a
州



67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

7＄

79

80

81

82

83

84

85

86

87

194

194

508

377

318

312

314

130

481

354

483

436

247

489

440

485

505

077

509

396

268

1

2

2

文政12年10月

文政ユ2年10月

天保3年5月

天保5年10月

天保9年5月 朔日

天保1三年10月

天保12年10月

天保14年10月

天保14年10月

天保15年10月

嘉永7年10月

安政2年9月

安政3年6月

安政3年10月

安政4年9月

安政6年9月

安政6年10月

万延元年9月

慶応2年2月9日

口口3年10月

年月B未詳

[淀藩領年貢割付状]

[相嶋村年貢免定引継書]

[辰年相嶋村 ・観阿弥村々高書上之控]

午年久世郡相嶋村御成ヶ割付事

[相嶋村水損毛高届書]

子年久世郡相嶋村御成ヶ割付事

丑年久世郡相嶋村御成ヶ割付事

[相嶋村水損毛引高達書]

卯年久世郡相嶋村御成ヶ割付事

相嶋村水損毛引(引高達書)

寅年久世郡相嶋村御成ヶ割付口(相嶋村
年貢割付状)
覚(相嶋村水損毛高届書)

覚(相嶋村・観阿弥村々高目録)

辰年久世郡相嶋村御匚==:コ(年 貢割
付状)
覚(相嶋村水損毛高届書)

覚(相嶋村水損毛高届書)

未年久世郡相嶋村御成ヶ割付匸コ事

覚(相嶋村・観陶弥村水損毛高届書)

覚(相嶋村水損毛高届書)

[相嶋村年貢免定]

口[コ久世郡相嶋村御成ケ.　 　(相嶋村

年貢免定)

根本勝右衛門・荒井半蔵・八太治部右
衛門、他9名

磯 崎金蔵・田宮勝助 ・田中増右衛門、他
2名

相嶋村肝煎患兵衛・右村兼帯庄屋申嶋
村明主博兵衛/観阿弥村支配相嶋村
肝煎忠兵衛・当村兼帯庄量口嶋村明主
伝兵衛
西川六郎右衛門・上原孫之助 ・荒井半

蔵、他9名

相島村肝煎息五郎・庄屋忠兵衛

小沢左内・長崎健左衛門・礒崎才助、他
8名

小沢左内・長崎健左衛:門磯 崎才助・

剣持仁右衛門、他7名

岡本小介 ・粟山甚之助・木下庫介、他2
名

八太覚之允・小沢元左衛門・長崎健左
工門、他9名

諸橋弁蔵・築田今蔵・小林源兵衛、他3
名

岩崎善右衛門・岡柳之助・砂山又治郎、
他11名

相嶋村肝煎平右衛門・庄屋小嶋忠兵衛

相嶋村肝煎平右衛門・同庄屋見習忠太
郎 ・同小鵯忠兵衛

岩崎善右衛門・岡鉚之助・砂山又治郎、
他9名

相嶋村肝煎甚右衛門・庄屋見習忠太
郎 ・庄屋小嶋忠兵衛

相嶋村肝煎三郎右衛門・同庄屋見習忠
太郎・同庄屋小嶋中兵衛

小林藤右衛們 ・上月勝兵衛・松井哲之

助、他8名

相嶋村肝煎三郎右衛門・同庄屋忠太
郎 ・同庄屋小嶋忠兵衛、他3名

相嶋村肝煎三郎右衛門・同庄屋忠太
郎 ・同庄屋小嶋忠兵衛

田宮勝助 ・金子虎蔵・横山又助、他9名

右之村(相島村力)庄膣・
百姓中

右之村庄屋 ・百姓中

長崎五十五郎様・渡辺雄
助様

右之村庄屋 ・百姓申

村山豊次郎様・小畑広右
衛門様
右之村庄屋 ・百姓中

右之村庄屋 ・百姓中

右之村庄屋 ・百姓申

右之村庄屋 ・百姓中

右之村庄屋 ・百姓中

右之村庄屋 ・百姓中

滝莫助様・藤田直左衛門

様

滝莫介様 ・藤田直左衛門

様

右之村庄屋 ・百姓中

滝莫介様 ・藤醗直左衛門

様

磯綺金蔵様 ・加藤助八郎
様

右之村庄屋 ・百姓中

山岡惣十郎様 ・田中治右
衛門様 ・喜多村昔助様

矢野源右衛門様 ・山岡助
十郎様

右之村庄屋百姓中

竪続
紙
切続
紙
竪継
紙

竪続
紙
竪継
紙
竪続
紙
竪続
紙
切続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪継
紙
竪継
紙
竪継
紙
竪続
紙
竪継
紙
竪継
紙
竪続
紙
竪継
紙
竪継
紙
竪続
紙
竪続
紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

前欠/194-1～2巻 込 一

括

256.426/194-1～2巻 込
一 括

観阿 弥24.441/前 欠

332.523

前 欠1観 阿弥24.441/市

田出イ乍13.814

332.523

332.523

当水損毛引170.3

332.523

268!759(当 水損 毛引)

332.523

332.523

梱 嶋332.5231観 阿弥
24.441

332.523

332.523

332.523

332.523

332.523

季目斑鴇332.523!観 β可弓尓

24.441

前欠1天欠

332.523/後 欠
O
H



五年貢関係文書(市田出作〕

整番
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

調番
024

oos

009

060

031

292

070

050

249

036

054

021

013

002

042

018

474

066

253

300

390

枝 年 月 日

寛文10年11月15日

寛文11年11月15日

寛文12年11月15日

貞享元年11月ユ5日

貞享2年U月15日

貞享3年11月15日

元禄2年11月15日

(元禄3年)

元禄5年11月15臼

元禄6年11月15B

元禄7年11月15Q

元禄8年11月15日

元 禄12年11月15日

元 禄13年11月15日

元禄14年11月15日

宝永3年12月15日

宝永5年11月15日

宝永6年11月15Q

宝永7年11月15B

寛保元年10月朔日

明和3年10月

文 書 名

戌年免定之事(市田出作)

亥年免相定之事(市田出作)
子年免相定之事(市田出作)

子年免相定之事(市田出作)

丑年免相定之事(市田出作)

寅年免相定之事(市田出作)

巳年免相定之事(市田出作)

午年免相定之事(市田出作)

申年免相之事(市田出作)

酉年免相定之事(市田出作)

戌年免相定之事(市田出作)

亥年免相定之事(市田出作)

卯年免相定之事(市田出作)

辰年免相定之事(市田出作)

覚(市田出作水損二付宥免)

戌年免相定之事(市田出作)

覚(市田出作水損引高達書)
丑年免相定之事(市田出作)

寅歳免相定之事(市田出作)

酉年久世郡市田出作御成ヶ割付事

戌年久世郡市田出作御成ヶ割付事

差 出

青山平左衛門・加藤善大夫

加藤三郎左衛門・中川七右衛門

加藤三郎左衛門・伴九郎左衛門

古田加兵衛・足立伊兵衛・新武助、他2
名

　 ....._兵衛 ・浅田九八 郎 ・佐 藤喜 右衛

門 ・中川七 右衛 門

石田加兵衛 桜木庄助・佐藤喜右衛門・

浅井与五左衛門

古田加兵衛 ・川端弥五介・平井金右衛

門、他2名

桜木庄助 ・浅田九八郎・芥川大助 ・井口
惣兵衛・浅井与左衛門

古田加兵衛 ・諸岡権四郎・井口惣兵衛、
他2名

諸岡権四郎・古田加兵衛 ・井口惣兵衛、
他2名

都原伝六・桜木庄助・平井金右衛門、他
2名

園弥惣兵衛・中田勘右衛門・生田兵左
衛門、他2名

生田谷左衛門・坪井伊左衛椚 ・浅井与

五左衛門

生田兵右衛門・坪井伊左衛門・曽根十

郎左衛門

浅田勘兵衛・香取半右衛門

平井金右衛門・新彦助

足立伊兵衛・芥川定右衛門

足立伊兵衛・浅田勘兵衛 ・芥川定右衛

門

近藤重左衛門・的場連大夫 ・在江戸無

加印戸田三郎太夫 ・松田与三左衛門、
他5名

武居茂介 ・浅尾十郎太実・根本甚七郎、

他3名

宛 所

市田出作惣百姓中

庄屋 ・百姓申

市田出作庄屋

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百姓申

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百姓申

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百姓申

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百姓中

庄屋 ・百姓申

庄屋 ・百姓中

庄　　a姓 中

右之村庄屋 ・百姓申

右之村庄屋 ・百姓中

形状

竪続
紙
竪紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪継
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪紙
竪続
紙
竪続
紙
竪続
紙

竪続
紙

員数
1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1逓

1通

1通

備考(一括関係等)

14.546

14.546

14.546

14.546

14.546

14.546

14.546

14,5461後 欠

14.546

14.546

14.546

14.546

14.546

14.546

14.546

13.814

13.814

13.814

13.814

13.814

13.814

8
H



22

23

24

25

26

27

28

445

468

479

479

135

4＄0

480

2

1

1

2

明和6年10月

天保9年10月

(天保13年10月)

天保13年10月

弘化3年10月

安政5年10月

安政5年10月

巳年久世郡市田出作御成ヶ翻付事

戌年久世郡市田出作御成ヶ割付事

[市田出作 ・新田水損毛引高書上]

寅年久世郡市田出作御成ヶ割付事

午年久世郡市田出作御成ヶ割付事

[市田出作年貢割付状]

[市田出作水損引高達書]

平松久右衛門・飯沼十右衛門・武居五

郎兵衛、他4名

長崎五十五郎・磯崎才助 ・根本勝右衛

門、他8名

八太覚之允 ・小沢左内・長崎健左衛

門、他8名

村山豊次郎・小沢元左衛門・長崎健左
衛門、他9名

小林藤右衛門・松井哲之助 ・砂山又治
郎、他5名

藤枝鋼蔵 ・田宮常五郎・森左治郎、他3
名

右之村庄屋 ・百姓中

右之村庄屋 ・百姓中

右之村庄屋・百姓中

右之村庄屋・百姓中

右之村庄屋 ・百姓中

右之村庄屋・百姓中

竪続
紙
竪続
紙
切継
紙
竪続
紙
竪続
紙
竪継
紙
切継
紙

1通

1通

1通

1逓

1通

1通

1通

13.814

13.814

479-1～2巻 込 一括

13.814!479-1～2巻 込
一 括

13.814

前 欠(残 高2,236)

久世郡久世村文書

整番

1

調番

151

枝 年 月 日

享和元年10月

文 書 名

[久世村年貢割付目録]

差 出

上林六郎

宛 所

右村庄屋・年寄・惣百姓

形状

竪続
紙

員数
1通

備考(一括関係等)

取 米468。148/前 欠

相楽郡吐師村文書

整番
1

2

3

調番
355

101

712

枝 年 月 日

寛政8年9月 朔日

安政3年4月21日

明治3年 閏10月25日

文 書 名

[神道免許状]

山城国相楽郡吐師村牛頭天王若宮両社
宮座年番
差入申一札之事(借用金返済猶予二付)

差 出

神祇管領

神祇管領

祝園村中垣外本入源三郎・請人藤治郎

宛 所

山城国相楽郡吐師村牛
頭天王宮座宮大夫
宮大夫

吐師村喜右衛門様

形状

折紙

折紙

竪紙

員数
1通

1通

1通

備考(一括関係等)

〇
一



交野郡甲斐田村文書

整番
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

1＆

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

調番

658

618

657

705

655

714

666

666

666

66＄

664

70ユ

692

697

684

69ヱ

709

693

660

679

669

681

700

689

686

S/

枝

1

2

3

年 月 日

寛永19年 仲春下旬

元禄6年3月

享保5年5月

享保5年10月

明和2年9月29日

安永7年IO月

嘉永7年
8月23日

12月4日

明治3年2月24日

明治10年12月

子年10月26日

子年11月24日

子年11月24日

丑年12月15日

午年10月13日

戌年2月12日

戌年

亥11月11日

1月2日

1月14鰲

3月13Q

5月8目

5月ユ2欝

5月17日

6月2田

文 書 名

[近世之雑記及中華朝鮮之事]
河州交野郡甲斐田村見取場検地帳

借用仕銀子之事(飢人扶持拝借二付)
請取申銀子之事(用水池樋仕替材木代銀)

乍恐御願奉申上候(庄屋役年番交替二付)

[御蔵入願書包紙]
覚(田地売渡しこ付年貢高等差引書付)

[書状](半右衛門退役、御賄金調達延引
二付願書)

[南郡表向掛取寄二付書状]
[唐崎村土砂取除の手伝依頼達書写]

[王政復古二至ル情勢書写]

覚(小路村伊平衛買米分御納米二付廻状)

覚(袮屋渡 り米不足分の納米二付)

覚(祢屋渡り米不足分の納米二付)

覚(請渡銀高書上)

覚(弥兵衛貸附金等算用状)
覚(御用銀請取書)
飢御扶持残銀戌年覚(〆三百八十五匁九
分)
覚(米売買の手形引替についての覚)

[御蔵米五拾石御出シニ付書状]

[明十五日御用登城通達二付書状]

[高屋利左衛門他書状]

[御中間作兵衛煩のため金子拝借二付書
状]

[上酒納め高書上]

口上(交野三十八ヶ村舟賃高値二付公儀

訴願廻文)

[寺境内二御蔵普請二付書状]

差 出

(著)羅山子道春 ・三子守勝草之

甲斐田村庄屋甚兵衛 ・案内年寄三右衛
門・同五兵衛

小形兵大夫様・真名子陸大夫様

甲斐田村庄屋佐平次・善兵衛 太右衛

門、他13名

半右衛門・茂兵衛

二葉筆

平地村大庄屋木南平兵衛

西嶋四兵衛

西嶋四兵衛
かしまや長兵衛

問屋嘉右衛門
橘彦太郎

西嶋四郎
なきさ与右衛門

監察
高屋利左衛門・真名子陸兵衛

高屋新右衛門

利助
菊屋平兵衛・坂本屋伝右衛門

平吾

宛 所

金丸又左衛門様

甲斐田村庄や宗左衛門

林安右衛門様・神田條右

衛門様

我香大介
監察共江

燈野村・岡山村・砂村 ・甲

斐田村、右庄屋衆中様

甲斐田村庄や惣左衛門殿

甲斐田村惣左衛門殿

九助様
甲斐田村道莫老

甲斐田惣左衛門様
三嶋繁三郎様
甲斐田村庄屋惣左衛門殿
・年寄三右衛門殿

甲斐田村惣左衛門殿

村市様
大垣内村・田宮村(以下
十五村)、右村 庄々屋中様

惣口衛門様

形状

竪帳
竪帳

切紙
切紙

竪続
紙
竪紙
切紙
切継
紙
切紙
切継
紙
竪帳
切継
紙
切紙

切紙
切紙
切紙
切紙
切継
紙
切紙
切紙
切紙
切継
紙
切紙

切紙
切継
紙
切継
紙

員数

54紙

1冊

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

ユ通

備考(一括関係等)

帳ハズレ

666-1～3巻 込一括

666-1～3巻 込一括

666-1～3巻 込一括

帳ハズレ

a囲



27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

683

716

706

687

696

699

694

685

695

682

672

671

654

656

659

661

662

663

665

667

670

673

674

675

677

678

688

690

698

702

704

708

711

713

717

7月19日

9月

10月3日

10月8日

10月12旺

11月3日

ll月12B

11月23臼

12月3日

12月24日

12月25日

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日未詳

年月日未

年月日未

年月日未

年月日未

年月日未

年朋 未
年月日未

年月霞未

年月日未

年月日未

年月日未

年月田未

年月田未

年朋 未
年朋 未
年月日未

羊

羊

羊

羊

羊

羊

羊

、羊

羊

羊

羊

羊

羊

羊

羊

羊

年月日未詳

年月田未詳

[出坂道伴 日之治定依頼二付書状]

[肴代金書上断簡]

覚(実わた口小豆調達二付)

覚(出荷石高書上)

[拝借物取調二付用状]

覚(銀子上納二付)

[書状]

覚(納米二十石売付分之大坂へ津出し依
頼)

[御中間御屋敷御目見ヘニ付用状]

[入用割銀 ・木板代銀受取二付書状]

覚(松葉代金)

[掛借石高算用状]

乍恐言上(毛見時之庄屋勝手二付、惣百姓
上申書)

[交野郡御触状村次廻達二付達書]
[断簡](水損石高書上)

乍恐口上書(見取場年貢宥免之儀二付願
書下書)
[悪事二付平免ヲ以年貢納申立之願書]

[高書上断翻
見一術第一(銀高割当書上)

忠兵衛由来書(行跡書上)
[修業日取表]

[某書表紙]

[宗旨人別書上断簡]

口口口物返田地之事(田地引当証文雛
形)

[人名金銭高書付3

[往来物断簡1村中定書)

巳ノ年集米之覚
[伊助酒代銀算用状]
一札之事(新畑不作分年貢滞二付侘状)

[積悪の心恥入二付書状]

覚(足下口夫代等算用状高)
[土地号付図]

詫一札之事(船仲問庄助不正二付)

申山物語全(表紙)

[願書貼紙ハガレ]

田中惣平

高屋牧右衛門
問や喜内

内田和一郎

西嶋四兵衛
向井十郎兵衛

部口村九郎兵衛
久右衛門

龍田六兵衛:

三七兵衛
訴訟人殿様御下河内交野郡甲斐田村
惣百姓中
石丸石見守内、山田治部右衛門

何村たれ

惣代
きんや村田中彦平

竹内賢君

甲斐田村惣左衛門
かうしや善兵衛様

甲斐田村源治郎殿
甲斐田村
甲斐田村源七様
甲斐田村庄黶申

宗左衛門様
甲斐田村宗左衛門様

甲斐田村左平次殿・同八
右衛門殿

竹内左平治様

石見守下交野郡庄屋中

龍五寺様
肥前守様

何村何やたれ殿

市右衛門殿
かいた村竹内惣左衛門

切紙
断簡
切紙
切継
紙
切紙
切紙
切紙
切紙

竪紙
切継
紙
切紙

切紙
竪継
紙
切紙
切紙
竪紙

竪継
紙
切紙
竪帳
切紙
切紙
竪帳
切紙
竪紙

横帳
竪帳
切紙
切紙
切紙
切紙
切紙
切紙
竪紙

竪帳
切紙

1通

1片

1通

1通

1

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1紙

1通

1逓

1紙

1通

2通

1紙

6紙

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1通

1冊

1枚

前欠

前欠

天欠

前後欠

前後欠

帳ハズレ

表紙のみ

前後欠
天欠

帳ハズレ

帳ハズレ

後欠

前欠

表紙のみ
rn
O
H



所属不明文書

1近 世文書

整番
1

2

3

4

5

6

調番
241

159

515

647

622

201

枝 年 月 日

安永5年12月

文政4年9月

文政12年12月12日

天保11年

嘉永6年10月30臼

年月日未詳

文 書 名

頼母子入替質地事

乍恐奉願上候口上書(T魃 二付百姓中ヨリ

検見願)

借用申銀子之事
溜池水入反別改帳

大津行諸入用覚帳・大津行小遣入用帳

覚(賜花立等諸道具書上)

差 出

親覚左衛門・講人又兵衛

庄や武右衛門・同仙治・同半右衛門、他
年寄、組頭など9名

借用入小平治・請人三郎兵衛

未九月改取持主庄屋西尾半右衛門

庄屋西尾半右衛門

宛 所

御連中様 ・太兵衛・五兵
衛・甚兵衛、他7名

神田條右衛門様 ・高松類
助様

茂右衛門殿
蜷川能登守様御知行所
高木村

形状

竪続
紙
切紙

竪紙
袋

横半
帳
切紙

員数
工通

1通

1通

1枚

1冊

1通

備考(一括関係等)

紙縒

513～522紙 縒 一}舌

袋のみ

199～209紙 縒 一括

豆近代文書

整番
1

2

3

4

調番
635

122

643

645

枝 年 月 日

明治18年4月10日

明治26年2月19日

年月B未 詳

年月日未詳

文 書 名

久世郡各町連合会議員再互撰二係ル撰
挙会達
[書状](吉田家相続二付)

行軍棋馬ノ配置方及戦闘方
改正調査番地入東京市全図電箪線路明
細入

差 出

当郡撰挙委員

吉田老人

宛 所

好本忠二郎殿・同忠三郎
子・同ゆた子

形状

竪帳

切継
紙
切紙
竪紙

員数
1冊

1

1通

1枚

備考(一括関係等)

後欠

皿典籍等

整番
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

調番
648

632

495

621

629

641

644

644

646

649

650

652

720

枝

1

2

年 月 日

享保2年1月21日

文政10年6月

(万延元年力)

年月B未 詳

年月日未詳

年月黨未

年月日未

年月日未

年月日未

年駟 未
年月臼未

羊

羊

羊

羊

羊

羊

年月瞑未詳

年月臓未詳

文 書 名 差 出

御條目之写(手習い本)

御室御所四国順拝所写図会(包)
[嶋田左兵衛権大丞梟首趣意書等書付]
[禁裏御所見取図]

東叡山造立之事并太上天皇尊号の事

[断簡]

伊勢度会郡山田西嶋左門
[包紙]

[柴田勝家御取立一件二付軍記物断簡]

[文禄慶長の役二関スル竪帳 ・断簡]

[商売一件ニテ送還サルル薩摩人二付物
語書付 ・断簡]

[和歌物語断簡](伊勢物語ヵ)

[断簡](消し硝子)

利助 ・平八

宛 所

堂嶋御役所様

形状

竪帳
切紙
竪紙
竪継
紙
竪続
帳
竪紙
竪紙
堅紙
竪帳
竪帳
竪帳

竪帳
断簡

員数
35紙

1通

1通

1枚

32紙

1通

1通

1枚

1紙

3紙

3紙

1紙

1片

備考(一括関係等)

帳ハズレ

帳ハズレ

帳ハズレ

帳ハズレ

帳ハズレ

帳ハズレ

〇
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